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紫
紺
会
で
は
毎
年
３
月
、
高
校
体
育
館
で
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
紫
紺
会
入

会
式
を
開
い
て
お
り
、
同
窓
会
長
は
じ
め
会
の
役
員
が
出
席
し
、
各
委
員
会
の

活
動
報
告
を
し
た
後
、
各
期
卒
業
生
の
代
表
幹
事
に
委
嘱
状
を
贈
呈
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
止
む
無
く
中
止
。
紫
紺
会

入
会
案
内
文
と
卒
業
記
念
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
、
昨
年
の
紫
紺
会
会
報
誌
を
卒
業

生
全
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
卒
業
式
で
堤
校
長
か
ら
紫
紺
会
の
説
明
を
一
言
で
す
が
、
話
し
て
頂
き

ま
し
た
。

（
写
真
は
昨
年
の
紫
紺
会
入
会
式
の
模
様
）

SHIKON №30 23

　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は

日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
は
令
和
初
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
は

高
校
創
立
60
周
年
の
年
で
、
紫
紺
会
と
し
て
は
高
校

側
と
連
携
し
、「
古
い
歴
史
を
知
り
令
和
に
繋
ぐ
！
」

を
テ
ー
マ
に
各
種
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
お
か

げ
さ
ま
で
す
べ
て
の
事
業
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
昨
年
９
月
26
日
に
開
催
さ
れ

た
記
念
式
典
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
記
念
音
楽
会
、
祝

賀
会
に
は
5
0
0
人
の
参
加
を
頂
き
、
盛
会
の
う
ち

に
閉
会
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
創
立
60
周
年
紫
紺

会
記
念
誌
の
発
行
も
企
画
し
、
誌
面
で
は
１
期
か
ら

57
期
の
皆
様
か
ら
寄
稿
文
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
同
窓
会
や
高
校
の
年
表
も
作
成
し
ま
し
た
。

2
7
4
件
の
皆
様
か
ら
応
援
広
告
も
頂
き
、
1
月
末

か
ら
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。
同

窓
生
の
皆
様
か
ら
募
っ
た
学
校
へ
の
寄
付
「
紫
紺
の

絆 

寄
付
金
」
で
は
、
母
校
の
生
徒
が
自
由
に
利
用

で
き
る
よ
う
、
パ
ソ
コ
ン
の
購
入
費
に
あ
て
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
記
念
行
事
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

学
校
に
対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
！
と
、
青
年

部
委
員
会
を
中
心
に
学
校
教
室
の
窓
拭
き
も
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
事
業
に
対
す
る
皆
様
の
ご
協

力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
今
年
１
月
に
開
い
た
紫
紺
会
の
通
常
総
会

に
お
け
る
決
議
で
は
決
算
期
の
変
更
が
承
認
さ
れ
、

4
月
か
ら
3
月
を
１
年
と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
本
会
と
し
て
は
さ
ら
な
る
会
員
同

士
の
交
流
や
母
校
支
援
、
社
会
貢
献
が
で
き
る
よ
う

に
令
和
2
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
年
会
費
の
納
入
率
ア
ッ
プ
を
課
題
に

掲
げ
て
お
り
、
そ
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
終
身
会
費

や
入
金
方
法
な
ど
を
検
討
中
で
す
。
ま
た
、
最
近
の

傾
向
と
し
て
は
同
窓
会
支
援
金
の
活
用
件
数
が
大
き

く
増
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
同
窓
会
、
支
部
交
流
会

が
活
発
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
、
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
大
変
な
時
期
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
母
校
の
熊
本
学

園
大
学
付
属
高
校
第
59
回
卒
業
式
が
3
月
3
日
、
無

事
に
執
り
行
わ
れ
、
３
９
0
名
が
卒
業
し
、
同
窓
会

に
入
会
さ
れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
今
年
は
紫
紺

会
へ
の
入
会
式
が
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校

内
に
あ
る
同
窓
会
事
務
局
に
も
出
入
り
が
で
き
ず
、

活
動
自
体
が
停
滞
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
役
員
一
同
、
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健

康
と
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

60
周
年
終
え
、
さ
ら
な
る
会
員
交
流
と
母
校
支
援
へ

熊
本
学
園
大
学
付
属
中
学
・
高
等
学
校
同
窓
会　

紫
紺
会　

会
長　

長
野　

英
子
（
15
期
）

同窓会長あいさつ

　

紫
紺
会
会
員
の
皆
さ
ま
、
平
素
よ
り
本
校
の
教
育
・

運
営
に
あ
た
っ
て
は
深
い
ご
理
解
と
暖
か
い
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
９
月
26
日
に
創
立
60
周
年
記
念
式
典
を
本

校
体
育
館
に
て
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
高
校
・
中
学
生

徒
1
4
0
0
名
、
教
職
員
1
0
0
名
、
多
数
の
来
賓
の

方
々
、
奨
学
会
そ
し
て
紫
紺
会
の
役
員
の
皆
様
、
合
わ

せ
て
約
1
7
0
0
名
の
出
席
者
で
体
育
館
は
一
杯
に
な

り
ま
し
た
。

　

式
辞
に
て
初
代
校
長
丸
山
学
先
生
に
よ
る
昭
和
34
年

の
開
校
時
に
寄
せ
ら
れ
た
お
言
葉
を
引
用
し
、
本
校
建

学
の
精
神
と
、
本
校
の
目
指
す
「
英
知
・
気
品
・
剛
気
」

と
い
う
生
徒
の
誓
い
に
よ
る
理
想
像
を
も
う
一
度
確
認

し
、
令
和
の
時
代
に
還
暦
を
迎
え
た
付
属
高
校
の
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
す
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
目
黒
純
一
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
熊
本

県
副
知
事
の
小
野
泰
輔
様
、
奨
学
会
会
長
の
久
保
貴
資

様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
創
立
60
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し

て
、「
学
付
の
現
在
・
過
去　

そ
し
て
―
未
来
」
が
開
か

れ
、
西
本
一
生
氏
（
７
期　

本
校
元
副
校
長
）
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
３
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト　

長
野
英
子

氏
（
15
期　

紫
紺
会
会
長
）、
西
村
友
作
氏
（
32
期　

中

国
対
外
経
済
貿
易
大
学
教
授
）、
杉
本
麻
美
氏
（
44
期

　

J
C
H
O
熊
本
総
合
病
院
腎
臓
内
科
医
師
）
に
よ
る

鼎
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
世
代
の
違
う
同
窓
生
３
氏
の

そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
時
代
の
映
像
を
映
し
出
す
と
、
生
徒

た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
つ
め
て
い
ま

し
た
。

　

後
か
ら
は
熊
本
県
立
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
創
立
60
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
校
27
期
の
前
野
美
千
代
氏
に
よ
っ
て
、
こ
の
日

の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
総
勢
46
名
に
よ

る
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に
は
生
徒
全

員
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
に
合
わ
せ
校
歌
斉
唱
も
行
い

ま
し
た
。

　

夜
は
紫
紺
会
主
催
の
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
5
0
0
名

を
超
え
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
60
周
年
を
お

祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
記
念
の
1
日
と
な
り
ま
し

た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
ご
参
加
が
叶
わ
な
か
っ
た

同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
ご
報
告
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

企
画
・
準
備
・
運
営
等
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
紫
紺
会
の
皆
さ
ま
、
当
日
ご
臨
席
賜
っ
た
同
窓
生
の

皆
さ
ま
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
高
校
・
中
学
の
現
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
高
校
は
４
月
に
第
61
期
生
が
入
学
い
た
し
ま
し

た
。
前
年
度
の
入
試
倍
率
が
高
か
っ
た
の
で
、
そ
の
反

動
で
志
願
者
減
が
あ
り
、
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
何
と

か
4
1
9
名
の
入
学
生
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
中
学
も
第
9
期
生
67
名
が
入
学
い
た
し
ま

し
た
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
か
ら
は
物
心
両
面
に
わ
た

り
、
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に

昨
年
か
ら
始
め
た
「
紫
紺
の
絆
」
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、

校
内
に
自
由
に
使
え
る
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
、
早
速
生

徒
た
ち
が
思
い
思
い
に
使
っ
て
い
る
姿
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

61
年
を
迎
え
更
な
る
飛
躍
を
目
指
す
母
校
を
お
支
え

い
た
だ
く
よ
う
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

60
周
年
記
念
行
事
へ
の
感
謝
を
込
め
て

熊
本
学
園
大
学
付
属
中
学
・
高
等
学
校　

校
長　

堤　
　
　

豊

学校長あいさつ

中
高
活
動
報
告

　

平
成
か
ら
令
和
に
年
号
が
変
わ
る

年
、
高
校
に
61
期
生
が
入
学
し
、
９
月
に

創
立
60
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
を
挙
行

し
ま
し
た
。
昭
和
と
平
成
そ
れ
ぞ
れ
の
30

年
を
過
ご
し
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
中
学
校
が
10
周
年
の
記
念
の
年

を
迎
え
ま
す
。
中
高
と
も
に
次
の
10
年

に
向
け
て
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

い
く
所
存
で
す
。

　

令
和
元
年
度
の
在
校
生
は
、
中
学
校

２
０
１
名
、
高
校
１
２
２
２
名
、
学
級
数

は
中
学
６
、
高
校
32
で
す
。
男
女
比
は
中

学
が
４
対
６
、
高
校
は
ほ
ぼ
半
々
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

大
学
入
試
で
は
、
国
公
立
大
学
に
１
７

８
名
（
う
ち
現
役
生
は
１
３
２
名
）、
私

立
大
学
・
短
大
に
延
べ
６
８
９
名
が
合
格

し
ま
し
た
。
主
な
合
格
大
学
は
、
国
公
立

で
は
熊
本
大
48
名
、
熊
本
県
立
大
30
名
、

鹿
児
島
大
21
名
、
佐
賀
大
８
名
、
九
州
大

７
名
、
福
岡
教
育
大
６
名
、
九
州
工
業

大
、
宮
崎
大
５
名
、
長
崎
大
、
北
九
州
大

各
４
名
、
広
島
大
、
大
分
大
、
長
崎
県
立

大
、
宮
﨑
県
立
看
護
大
各
３
名
、
千
葉

大
、
京
都
大
、
神
戸
市
外
大
各
２
名
、
北

海
道
大
、
東
京
大
、
首
都
大
東
京
、
横
浜

国
立
大
、
神
戸
大
、
京
都
府
立
大
各
１
名

な
ど
で
し
た
。
私
立
大
学
で
は
熊
本
学
園

大
１
１
５
名
、
崇
城
大
72
名
、
福
岡
大
70

名
、
西
南
学
院
大
65
名
、
熊
本
保
健
科

学
大
37
名
、
近
畿
大
、
立
命
館
大
各
23

名
、
同
志
社
大
10
名
、
東
海
大
９
名
、
尚

絅
大
、
法
政
大
各
６
名
、
関
西
学
院
大
、

中
央
大
各
４
名
、
立
教
大
、
早
稲
田
大
各

２
名
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
に
お
い
て
は
、
６
月
の
県
高
校

総
体
を
経
て
、
ボ
ー
ト
部
が
男
女
舵
手

付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
、
男
女
ダ
ブ
ル
ス
カ

ル
、
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
、
女
子
テ
ニ

ス
部
は
団
体
、
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル

ス
、
体
操
部
は
男
子
団
体
・
個
人
、
女
子

個
人
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
男
子
団
体
、

シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
が
全
国
高
校
総

体
に
出
場
。
ボ
ー
ト
部
男
子
ク
ォ
ド
ル
プ

ル
が
準
優
勝
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
シ
ン
グ

ル
ス
池
端
君
が
三
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。
文
化
部
で
は
、
囲
碁
部
個
人
、
放

送
部
個
人
朗
読
部
門
、
合
唱
部
が
県
予

選
を
経
て
全
国
総
文
祭
に
出
場
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
で
は
体
操
部
が
県
中

体
連
で
男
女
団
体
優
勝
、
九
州
大
会
で

男
子
団
体
が
準
優
勝
、
百
人
一
首

部
が
県
大
会
優
勝
、
放
送
部
個
人

朗
読
部
門
、
吹
奏
楽
部
、
合
唱
部

が
県
大
会
で
上
位
入
賞
の
活
躍
、

理
科
部
が
熊
本
県
科
学
研
究
物
展

示
会
で
熊
本
熊
日
ジ
ュ
ニ
ア
科
学

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
多
方
面
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。　

　

施
設
面
で
は
、
２
０
２
０
年
大

学
入
試
改
革
・
教
育
課
程
再
編
を

見
据
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
３

年
生
の
教
室
に
電
子
黒
板
を
整
備

し
、
設
置
か
ら
３
年
目
に
し
て
、

中
高
全
て
の
教
室
に
お
い
て
、
電

子
黒
板
が
常
設
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
整
備
し
た
校
内
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

は
さ
ら
に
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
増
設

し
、
ラ
ウ
ン
ジ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
紫
紺
会
よ
り
寄
贈
の
ラ
ズ
ベ
リ
ー

パ
イ
を
ラ
ウ
ン
ジ
に
設
置
し
、
生
徒
の
調

べ
学
習
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
開
校
当
初
か
ら
利
用

し
て
き
た
i
M
a
c
に
加
え
、
M
a
c-

B
o
o
k
を
購
入
し
、
学
年
全
体
で
深
学

科
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
活
用
や
校
舎

内
ど
こ
で
で
も
自
由
に
持
ち
運
ん
で
ア

ク
テ
ィ
ブ
に
活
用
で
き
る
環
境
が
整
い
ま

し
た
。

　

ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
、
令
和
の
時
代
に

あ
っ
た
環
境
が
整
い
ま
し
た
の
で
、
生
徒

が
主
体
的
な
学
び
が
で
き
る
よ
う
深
学

科
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
等
、
ソ
フ
ト
面
の

教
育
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
ゆ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

紫
紺
会
入
会
式

▲2015年3月に完成した高校の４階建て新校舎



　

紫
紺
会
で
は
毎
年
３
月
、
高
校
体
育
館
で
卒
業
生
を
対
象
と
し
た
紫
紺
会
入

会
式
を
開
い
て
お
り
、
同
窓
会
長
は
じ
め
会
の
役
員
が
出
席
し
、
各
委
員
会
の

活
動
報
告
を
し
た
後
、
各
期
卒
業
生
の
代
表
幹
事
に
委
嘱
状
を
贈
呈
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、
止
む
無
く
中
止
。
紫
紺
会

入
会
案
内
文
と
卒
業
記
念
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
、
昨
年
の
紫
紺
会
会
報
誌
を
卒
業

生
全
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
卒
業
式
で
堤
校
長
か
ら
紫
紺
会
の
説
明
を
一
言
で
す
が
、
話
し
て
頂
き

ま
し
た
。

（
写
真
は
昨
年
の
紫
紺
会
入
会
式
の
模
様
）
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同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は

日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
は
令
和
初
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
は

高
校
創
立
60
周
年
の
年
で
、
紫
紺
会
と
し
て
は
高
校

側
と
連
携
し
、「
古
い
歴
史
を
知
り
令
和
に
繋
ぐ
！
」

を
テ
ー
マ
に
各
種
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
お
か

げ
さ
ま
で
す
べ
て
の
事
業
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
昨
年
９
月
26
日
に
開
催
さ
れ

た
記
念
式
典
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
記
念
音
楽
会
、
祝

賀
会
に
は
5
0
0
人
の
参
加
を
頂
き
、
盛
会
の
う
ち

に
閉
会
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
創
立
60
周
年
紫
紺

会
記
念
誌
の
発
行
も
企
画
し
、
誌
面
で
は
１
期
か
ら

57
期
の
皆
様
か
ら
寄
稿
文
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
同
窓
会
や
高
校
の
年
表
も
作
成
し
ま
し
た
。

2
7
4
件
の
皆
様
か
ら
応
援
広
告
も
頂
き
、
1
月
末

か
ら
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。
同

窓
生
の
皆
様
か
ら
募
っ
た
学
校
へ
の
寄
付
「
紫
紺
の

絆 

寄
付
金
」
で
は
、
母
校
の
生
徒
が
自
由
に
利
用

で
き
る
よ
う
、
パ
ソ
コ
ン
の
購
入
費
に
あ
て
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
記
念
行
事
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

学
校
に
対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
！
と
、
青
年

部
委
員
会
を
中
心
に
学
校
教
室
の
窓
拭
き
も
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
事
業
に
対
す
る
皆
様
の
ご
協

力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
今
年
１
月
に
開
い
た
紫
紺
会
の
通
常
総
会

に
お
け
る
決
議
で
は
決
算
期
の
変
更
が
承
認
さ
れ
、

4
月
か
ら
3
月
を
１
年
と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
本
会
と
し
て
は
さ
ら
な
る
会
員
同

士
の
交
流
や
母
校
支
援
、
社
会
貢
献
が
で
き
る
よ
う

に
令
和
2
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
年
会
費
の
納
入
率
ア
ッ
プ
を
課
題
に

掲
げ
て
お
り
、
そ
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
終
身
会
費

や
入
金
方
法
な
ど
を
検
討
中
で
す
。
ま
た
、
最
近
の

傾
向
と
し
て
は
同
窓
会
支
援
金
の
活
用
件
数
が
大
き

く
増
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
同
窓
会
、
支
部
交
流
会

が
活
発
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
、
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
大
変
な
時
期
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
母
校
の
熊
本
学

園
大
学
付
属
高
校
第
59
回
卒
業
式
が
3
月
3
日
、
無

事
に
執
り
行
わ
れ
、
３
９
0
名
が
卒
業
し
、
同
窓
会

に
入
会
さ
れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
今
年
は
紫
紺

会
へ
の
入
会
式
が
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校

内
に
あ
る
同
窓
会
事
務
局
に
も
出
入
り
が
で
き
ず
、

活
動
自
体
が
停
滞
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
役
員
一
同
、
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健

康
と
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

60
周
年
終
え
、
さ
ら
な
る
会
員
交
流
と
母
校
支
援
へ

熊
本
学
園
大
学
付
属
中
学
・
高
等
学
校
同
窓
会　

紫
紺
会　

会
長　

長
野　

英
子
（
15
期
）

同窓会長あいさつ

　

紫
紺
会
会
員
の
皆
さ
ま
、
平
素
よ
り
本
校
の
教
育
・

運
営
に
あ
た
っ
て
は
深
い
ご
理
解
と
暖
か
い
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
９
月
26
日
に
創
立
60
周
年
記
念
式
典
を
本

校
体
育
館
に
て
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
高
校
・
中
学
生

徒
1
4
0
0
名
、
教
職
員
1
0
0
名
、
多
数
の
来
賓
の

方
々
、
奨
学
会
そ
し
て
紫
紺
会
の
役
員
の
皆
様
、
合
わ

せ
て
約
1
7
0
0
名
の
出
席
者
で
体
育
館
は
一
杯
に
な

り
ま
し
た
。

　

式
辞
に
て
初
代
校
長
丸
山
学
先
生
に
よ
る
昭
和
34
年

の
開
校
時
に
寄
せ
ら
れ
た
お
言
葉
を
引
用
し
、
本
校
建

学
の
精
神
と
、
本
校
の
目
指
す
「
英
知
・
気
品
・
剛
気
」

と
い
う
生
徒
の
誓
い
に
よ
る
理
想
像
を
も
う
一
度
確
認

し
、
令
和
の
時
代
に
還
暦
を
迎
え
た
付
属
高
校
の
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
す
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
目
黒
純
一
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
熊
本

県
副
知
事
の
小
野
泰
輔
様
、
奨
学
会
会
長
の
久
保
貴
資

様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
創
立
60
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し

て
、「
学
付
の
現
在
・
過
去　

そ
し
て
―
未
来
」
が
開
か

れ
、
西
本
一
生
氏
（
７
期　

本
校
元
副
校
長
）
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
３
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト　

長
野
英
子

氏
（
15
期　

紫
紺
会
会
長
）、
西
村
友
作
氏
（
32
期　

中

国
対
外
経
済
貿
易
大
学
教
授
）、
杉
本
麻
美
氏
（
44
期

　

J
C
H
O
熊
本
総
合
病
院
腎
臓
内
科
医
師
）
に
よ
る

鼎
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
世
代
の
違
う
同
窓
生
３
氏
の

そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
時
代
の
映
像
を
映
し
出
す
と
、
生
徒

た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
つ
め
て
い
ま

し
た
。

　

後
か
ら
は
熊
本
県
立
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
創
立
60
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
校
27
期
の
前
野
美
千
代
氏
に
よ
っ
て
、
こ
の
日

の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
総
勢
46
名
に
よ

る
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に
は
生
徒
全

員
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
に
合
わ
せ
校
歌
斉
唱
も
行
い

ま
し
た
。

　

夜
は
紫
紺
会
主
催
の
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
5
0
0
名

を
超
え
る
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
60
周
年
を
お

祝
い
す
る
こ
と
が
で
き
、
記
念
の
1
日
と
な
り
ま
し

た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
ご
参
加
が
叶
わ
な
か
っ
た

同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
ご
報
告
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

企
画
・
準
備
・
運
営
等
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
紫
紺
会
の
皆
さ
ま
、
当
日
ご
臨
席
賜
っ
た
同
窓
生
の

皆
さ
ま
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
高
校
・
中
学
の
現
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
高
校
は
４
月
に
第
61
期
生
が
入
学
い
た
し
ま
し

た
。
前
年
度
の
入
試
倍
率
が
高
か
っ
た
の
で
、
そ
の
反

動
で
志
願
者
減
が
あ
り
、
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
何
と

か
4
1
9
名
の
入
学
生
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
中
学
も
第
9
期
生
67
名
が
入
学
い
た
し
ま

し
た
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
か
ら
は
物
心
両
面
に
わ
た

り
、
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に

昨
年
か
ら
始
め
た
「
紫
紺
の
絆
」
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、

校
内
に
自
由
に
使
え
る
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
、
早
速
生

徒
た
ち
が
思
い
思
い
に
使
っ
て
い
る
姿
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

61
年
を
迎
え
更
な
る
飛
躍
を
目
指
す
母
校
を
お
支
え

い
た
だ
く
よ
う
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

60
周
年
記
念
行
事
へ
の
感
謝
を
込
め
て

熊
本
学
園
大
学
付
属
中
学
・
高
等
学
校　

校
長　

堤　
　
　

豊

学校長あいさつ

中
高
活
動
報
告

　

平
成
か
ら
令
和
に
年
号
が
変
わ
る

年
、
高
校
に
61
期
生
が
入
学
し
、
９
月
に

創
立
60
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
を
挙
行

し
ま
し
た
。
昭
和
と
平
成
そ
れ
ぞ
れ
の
30

年
を
過
ご
し
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
中
学
校
が
10
周
年
の
記
念
の
年

を
迎
え
ま
す
。
中
高
と
も
に
次
の
10
年

に
向
け
て
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

い
く
所
存
で
す
。

　

令
和
元
年
度
の
在
校
生
は
、
中
学
校

２
０
１
名
、
高
校
１
２
２
２
名
、
学
級
数

は
中
学
６
、
高
校
32
で
す
。
男
女
比
は
中

学
が
４
対
６
、
高
校
は
ほ
ぼ
半
々
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

大
学
入
試
で
は
、
国
公
立
大
学
に
１
７

８
名
（
う
ち
現
役
生
は
１
３
２
名
）、
私

立
大
学
・
短
大
に
延
べ
６
８
９
名
が
合
格

し
ま
し
た
。
主
な
合
格
大
学
は
、
国
公
立

で
は
熊
本
大
48
名
、
熊
本
県
立
大
30
名
、

鹿
児
島
大
21
名
、
佐
賀
大
８
名
、
九
州
大

７
名
、
福
岡
教
育
大
６
名
、
九
州
工
業

大
、
宮
崎
大
５
名
、
長
崎
大
、
北
九
州
大

各
４
名
、
広
島
大
、
大
分
大
、
長
崎
県
立

大
、
宮
﨑
県
立
看
護
大
各
３
名
、
千
葉

大
、
京
都
大
、
神
戸
市
外
大
各
２
名
、
北

海
道
大
、
東
京
大
、
首
都
大
東
京
、
横
浜

国
立
大
、
神
戸
大
、
京
都
府
立
大
各
１
名

な
ど
で
し
た
。
私
立
大
学
で
は
熊
本
学
園

大
１
１
５
名
、
崇
城
大
72
名
、
福
岡
大
70

名
、
西
南
学
院
大
65
名
、
熊
本
保
健
科

学
大
37
名
、
近
畿
大
、
立
命
館
大
各
23

名
、
同
志
社
大
10
名
、
東
海
大
９
名
、
尚

絅
大
、
法
政
大
各
６
名
、
関
西
学
院
大
、

中
央
大
各
４
名
、
立
教
大
、
早
稲
田
大
各

２
名
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
に
お
い
て
は
、
６
月
の
県
高
校

総
体
を
経
て
、
ボ
ー
ト
部
が
男
女
舵
手

付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
、
男
女
ダ
ブ
ル
ス
カ

ル
、
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
、
女
子
テ
ニ

ス
部
は
団
体
、
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル

ス
、
体
操
部
は
男
子
団
体
・
個
人
、
女
子

個
人
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
男
子
団
体
、

シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
が
全
国
高
校
総

体
に
出
場
。
ボ
ー
ト
部
男
子
ク
ォ
ド
ル
プ

ル
が
準
優
勝
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
シ
ン
グ

ル
ス
池
端
君
が
三
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。
文
化
部
で
は
、
囲
碁
部
個
人
、
放

送
部
個
人
朗
読
部
門
、
合
唱
部
が
県
予

選
を
経
て
全
国
総
文
祭
に
出
場
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
で
は
体
操
部
が
県
中

体
連
で
男
女
団
体
優
勝
、
九
州
大
会
で

男
子
団
体
が
準
優
勝
、
百
人
一
首

部
が
県
大
会
優
勝
、
放
送
部
個
人

朗
読
部
門
、
吹
奏
楽
部
、
合
唱
部

が
県
大
会
で
上
位
入
賞
の
活
躍
、

理
科
部
が
熊
本
県
科
学
研
究
物
展

示
会
で
熊
本
熊
日
ジ
ュ
ニ
ア
科
学

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
多
方
面
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。　

　

施
設
面
で
は
、
２
０
２
０
年
大

学
入
試
改
革
・
教
育
課
程
再
編
を

見
据
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
３

年
生
の
教
室
に
電
子
黒
板
を
整
備

し
、
設
置
か
ら
３
年
目
に
し
て
、

中
高
全
て
の
教
室
に
お
い
て
、
電

子
黒
板
が
常
設
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
整
備
し
た
校
内
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

は
さ
ら
に
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
増
設

し
、
ラ
ウ
ン
ジ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
紫
紺
会
よ
り
寄
贈
の
ラ
ズ
ベ
リ
ー

パ
イ
を
ラ
ウ
ン
ジ
に
設
置
し
、
生
徒
の
調

べ
学
習
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
開
校
当
初
か
ら
利
用

し
て
き
た
i
M
a
c
に
加
え
、
M
a
c-

B
o
o
k
を
購
入
し
、
学
年
全
体
で
深
学

科
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
活
用
や
校
舎

内
ど
こ
で
で
も
自
由
に
持
ち
運
ん
で
ア

ク
テ
ィ
ブ
に
活
用
で
き
る
環
境
が
整
い
ま

し
た
。

　

ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
、
令
和
の
時
代
に

あ
っ
た
環
境
が
整
い
ま
し
た
の
で
、
生
徒

が
主
体
的
な
学
び
が
で
き
る
よ
う
深
学

科
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
等
、
ソ
フ
ト
面
の

教
育
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
ゆ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

紫
紺
会
入
会
式

▲2015年3月に完成した高校の４階建て新校舎



氏　　名役　職委員会等 期

新
春
大
同
窓
会
に
県
内
外
か
ら
３
５
０
人

「
60
周
年
記
念
事
業
あ
り
が
と
う
！
」

新
春
大
同
窓
会
に
県
内
外
か
ら
３
５
０
人

「
60
周
年
記
念
事
業
あ
り
が
と
う
！
」

　

２
０
２
０
年
１
月
25
日
に
熊
本
市

中
央
区
上
通
町
の
ホ
テ
ル
日
航
熊
本

で
紫
紺
会
の
新
春
大
同
窓
会
が
あ

り
、
県
内
外
か
ら
同
窓
生
ら
関
係
者

約
３
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
通
常
総
会
で
今
年
度
の
収

支
予
算
と
事
業
計
画
案
を
審
議
・
承

認
し
た
後
、
午
後
７
時
か
ら
の
大
同

窓
会
で
は
、
長
野
英
子
会
長
が
「
昨

年
は
皆
さ
ま
の
多
大
な
ご
支
援
で
母

校
の
創
立
60
周
年
記
念
事
業
を
無
事

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
心
か
ら
感

謝
し
て
い
る
。
同
窓
会
運
営
は
年
会

費
の
徴
収
率
ア
ッ
プ
な
ど
課
題
も
多

い
が
、
若
い
同
窓
生
に
よ
る
新
し
い

ア
イ
デ
ア
で
会
は
活
性
化
し
て
い

る
。
今
後
も
紫
紺
会
で
良
か
っ
た
と

思
っ
て
も
ら
え
る
会
を
目
指
し
て
い

き
た
い
」
と
、
周
年
記
念
事
業
の
御

礼
や
記
念
事
業
の
締
め
く
く
り
と
な

る
60
周
年
記
念
誌
が
前
日
の
24
日
に

完
成
し
た
こ
と
を
報
告
。
幸
田
亮
一

熊
本
学
園
大
学
長
に
よ
る
音
頭
で
乾

杯
後
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
懐
か
し

む
先
輩
・
後
輩
や
先
生
方
と
に
ぎ
や

か
に
歓
談
す
る
同
窓
生
の
姿
が
会
場

各
所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

SHIKON №30 45

遠くは関東や関西からの出席もあった大同窓会

60周年記念誌を披露し、
挨拶する長野英子会長

今
年
度
の
収
支
予
算
と
事
業
計
画
案
を

審
議
・
承
認
し
た
通
常
総
会

一番若い出席者となった
42期以降の同窓生

昨年優秀な成績を残した部活動顧問の先生方に
奨励賞を授与する長野会長（左）

今
年
の
藤
崎
八
旛
宮
秋
季
例
大
祭
で

担
当
期
の
隊
長
を
務
め
る
に
あ
た
り
、

あ
い
さ
つ
す
る
矢
田
琢
磨
さ
ん（
43
期
、

右
か
ら
４
人
目
）ら

代表幹事や新旧役員など勢ぞろいの
21期生

旧交を温める大先輩の１期生旧交を温める大先輩の１期生

紫紺会　代表幹事一覧

事務局長
事務局次長
〃
〃
〃
書記長
〃

事務局員
参与

代表幹事長
副代表幹事長

〃
〃
〃
〃
委員長
副委員長
委員
〃
〃
委員長
副委員長
〃
〃
委員
〃
参与

会　　長

副 会 長

事 務 局

監　　事

代表幹事会

財務委員会

広報・情報
委員会

長野　英子
木村　光男
馬原　　隆
小田　勝也
寺本　光秀
桑原幸津江
古閑　知子
村上　康彦
村田　護親
奥村　誠基
中村由紀子
山本　　剛
田尻祐充子
小島　友希
上坂　尚子
堤　　泰之
平木　邦昭
前川　浩幸
三浦　　勲
金澤　一弘
石本　敏明
山本　宣房
田上　明裕
楢橋　一玄
眞弓　知也
馬原　　隆
前田記代子
永松　　豊
木下　知香
古閑　知子
佐伯　昇治
志水　和幸
原田　佳英
佐藤マリア
宮﨑　　常
齊藤　弘美
大島　栄祐

15期
16期
17期
19期
22期
25期
26期
15期
32期
33期
34期
34期
21期
33期
19期
32期
14期
18期
23期
15期
9期
15期
29期
34期
48期
17期
15期
16期
24期
26期
13期
18期
35期
37期
39期
40期
40期

期 卒業年 名　　前
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

S37
S38
S39
S40
S41
S42
S43
S44
S45
S46
S47
S48
S49
S50
S51

立　川　惠之助
今　村　　　宏
井　手　和　洋
坂　元　邦　彦
工　藤　　　博
白　野　国　久
前　田　英　治
和　田　信　一
上　野　和　徳
本　田　順　治
伊瀬知　　　裕
臼　杵　和　孝
佐　伯　昇　治
宮　本　　　亘
吉　田　敏　郎

期 卒業年 名　　前
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

S52
S53
S54
S55
S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3

村　田　敬治郎
松　江　由　美
志　水　和　幸
伊津野　　　浩
﨑　坂　浩　行
中　山　貴　夫
寺　本　光　秀
川　口　　　修
白　石　　　隆
西　上　佳　孝
松　岡　衣　美
鈴　木　浩　二
水　田　貴　光
田　上　明　裕
廣　末　好　信

期 卒業年 名　　前
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45

H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18

出　先　教　明
堤　　　泰　之
池　本　千　寿
植　田　真　功
千々岩　慎　吾
高　松　大　輔
内　田　雄　也
山　口　敦　司
永　廣　一　晃
久　富　信　夫
渡　邉　陽　一
豊　田　隆　志
矢　田　琢　磨
井　手　誉　大
松　下　　　翔

期 卒業年 名　　前
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58

H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
H31

井　上　慶　一
塚　本　龍　一
眞　弓　知　也
高　橋　直　人
上　坂　萌　子
中　野　翔　梧
上　坂　暖　子
小　野　晃　嗣
長　濱　美　優
宮　﨑　真　吾
井　田　彩　心
今　村　拓　詩
村　田　雅　弥

氏　　名役　職委員会等 期
委員長
副委員長
〃
〃
委員
〃
〃
〃
〃
〃
参与
委員長
副委員長
委員長
副委員長
〃
委員
〃
〃
〃
〃
委員長
副委員長
〃
委員長
副委員長
〃
〃
〃
委員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

桑原幸津江
上村　元三
古閑　正一
古閑　知子
藤井宥貴子
八ツ波美和子
三森　りか
野村　広恵
本山　玲子
吉冨ますみ
藤本　博之
寺本　光秀
西上　佳孝
嶋村拓二郎
榎　　崇文
塚本　龍一
内田　雄也
永廣　一晃
道山　明香
井上　慶一
冨田　修成
宮本　祐樹
加藤　誠貴
渡邉　憲輔
木村　光男
金澤　一弘
寺本　光秀
木下　知香
吉川　久美
笹路久美子
山崎　幸恵
小田　勝也
末冨　仁美
西岡ゆかり
山室　圭子
森山希倫子
鎌田　　剛

25期
16期
24期
26期
22期
22期
22期
25期
25期
36期
29期
22期
25期
41期
40期
47期
37期
39期
42期
46期
46期
38期
37期
39期
16期
15期
22期
24期
24期
15期
17期
19期
24期
24期
24期
24期
30期

令和２年度 紫紺会役員

事業活動
委員会

経済同友会

青年部委員会

飾馬奉納
実行委員会

60周年
実行委員会
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15期
32期
33期
34期
34期
21期
33期
19期
32期
14期
18期
23期
15期
9期
15期
29期
34期
48期
17期
15期
16期
24期
26期
13期
18期
35期
37期
39期
40期
40期

期 卒業年 名　　前
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

S37
S38
S39
S40
S41
S42
S43
S44
S45
S46
S47
S48
S49
S50
S51

立　川　惠之助
今　村　　　宏
井　手　和　洋
坂　元　邦　彦
工　藤　　　博
白　野　国　久
前　田　英　治
和　田　信　一
上　野　和　徳
本　田　順　治
伊瀬知　　　裕
臼　杵　和　孝
佐　伯　昇　治
宮　本　　　亘
吉　田　敏　郎

期 卒業年 名　　前
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

S52
S53
S54
S55
S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3

村　田　敬治郎
松　江　由　美
志　水　和　幸
伊津野　　　浩
﨑　坂　浩　行
中　山　貴　夫
寺　本　光　秀
川　口　　　修
白　石　　　隆
西　上　佳　孝
松　岡　衣　美
鈴　木　浩　二
水　田　貴　光
田　上　明　裕
廣　末　好　信

期 卒業年 名　　前
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45

H4
H5
H6
H7
H8
H9
H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18

出　先　教　明
堤　　　泰　之
池　本　千　寿
植　田　真　功
千々岩　慎　吾
高　松　大　輔
内　田　雄　也
山　口　敦　司
永　廣　一　晃
久　富　信　夫
渡　邉　陽　一
豊　田　隆　志
矢　田　琢　磨
井　手　誉　大
松　下　　　翔

期 卒業年 名　　前
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58

H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
H31

井　上　慶　一
塚　本　龍　一
眞　弓　知　也
高　橋　直　人
上　坂　萌　子
中　野　翔　梧
上　坂　暖　子
小　野　晃　嗣
長　濱　美　優
宮　﨑　真　吾
井　田　彩　心
今　村　拓　詩
村　田　雅　弥

氏　　名役　職委員会等 期
委員長
副委員長
〃
〃
委員
〃
〃
〃
〃
〃
参与
委員長
副委員長
委員長
副委員長
〃
委員
〃
〃
〃
〃
委員長
副委員長
〃
委員長
副委員長
〃
〃
〃
委員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

桑原幸津江
上村　元三
古閑　正一
古閑　知子
藤井宥貴子
八ツ波美和子
三森　りか
野村　広恵
本山　玲子
吉冨ますみ
藤本　博之
寺本　光秀
西上　佳孝
嶋村拓二郎
榎　　崇文
塚本　龍一
内田　雄也
永廣　一晃
道山　明香
井上　慶一
冨田　修成
宮本　祐樹
加藤　誠貴
渡邉　憲輔
木村　光男
金澤　一弘
寺本　光秀
木下　知香
吉川　久美
笹路久美子
山崎　幸恵
小田　勝也
末冨　仁美
西岡ゆかり
山室　圭子
森山希倫子
鎌田　　剛

25期
16期
24期
26期
22期
22期
22期
25期
25期
36期
29期
22期
25期
41期
40期
47期
37期
39期
42期
46期
46期
38期
37期
39期
16期
15期
22期
24期
24期
15期
17期
19期
24期
24期
24期
24期
30期

令和２年度 紫紺会役員

事業活動
委員会

経済同友会

青年部委員会

飾馬奉納
実行委員会

60周年
実行委員会
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事
業
活
動
委
員
会

委
員
長　

桑
原
幸
津
江（
25
期
）

　

令
和
２
年
１
月
25
日
、
令

和
初
の
総
会
及
び
新
春
大
同

窓
会
に
多
く
の
同
窓
生
が
ご

参
加
い
た
だ
き
盛
会
に
終
わ

り
ま
し
た
こ
と
、
皆
様
に
心

昨年12月に松屋本館で開催した新入会員歓迎会。
このほど、新たに会員になった13人を歓迎した

毎
年
恒
例
の
若
手
交
流
会
は
昨
年
、

街
中
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
開
催
し
た

飲
食
紫
紺
会
会
長
、４
期
・
早
川
先
輩
の

お
店「
は
や
川
」に
て

１２月にはゴルフコンペの参加費の一部で
大江学園にお菓子をプレゼントした

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
花
見
の
会

及
び
年
祝
い
の
会
も
盛
会
に

て
開
催
。
さ
ら
に
60
周
年
記

念
行
事
も
担
当
委
員
の
方
々

の
ご
協
力
の
も
と
素
晴
ら
し

い
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

役
員
、
代
表
幹
事
、
会
員

の
皆
様
方
の
ご
協
力
、
心
よ

青
年
部
委
員
会

令
和
元
年
度
委
員
長　
　
　
　

嶋
村　

拓
二
郎（
41
期
）

　

榎
崇
文
前
委
員
長
（
40
期
）

か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
受
け
、

１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
榎
委
員

長
が
作
っ
て
こ
ら
れ
た
青
年
部

の
盛
り
上
が
り
の
持
続
と
新
た

な
活
性
化
を
目
的
に
活
動
を
進

め
、
青
年
部
役
員
全
８
人
で
力

を
合
わ
せ
て
、
若
手
会
員
の
参

紫
紺
経
済
同
友
会

事
務
局　

榎　

崇
文（
40
期
）

 　

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会　

会
長　

池
本　

哲
二（
31
期
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
創
部
60
周
年
記
念

創
部
初
の
ベ
ス
ト
４
進
出

学
付
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
Ｏ
Ｂ
会　

会
長　

宮
村　

勇
一
郎（
23
期
）

　

紫
紺
経
済
同
友
会
は
、
令
和

元
年
度
に
会
長
が
吉
村
浩
之

（
19
期
）
か
ら
寺
本
光
秀
（
21

期
）
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し

た
。
寺
本
会
長
は
会
の
持
続
的

な
発
展
を
図
る
た
め
に
若
手
会

員
の
拡
大
に
力
を
入
れ
、
今
年

度
に
は
16
人
の
新
規
入
会
が
あ

り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
8
月
に
は
紫
紺
会

青
年
部
と
合
同
の
若
手
交
流

会
、
11
月
に
は
５
校
経
済
同
友

会
の
合
同
例
会
、
12
月
に
は
新

入
会
員
歓
迎
会
、
さ
ら
に
令
和

２
年
２
月
に
は
隠
れ
た
善
行
を

福
岡
支
部松

永 

尚
宏（
29
期
）

　

紫
紺
会
福
岡
支
部
の
松
永
尚

宏
と
申
し
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
昨

年
に
関
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
と

い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
催
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
２
０
２
０
年
度

は
紫
紺
会
会
員
が
オ
ー
ナ
ー
の

飲
食
店
を
探
訪
す
る
な
ど
、
定

例
会
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
告
知
は
紫
紺
Ｈ
Ｐ
ま

た
は
Ｆ
Ｂ
で
行
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
ま
た
、
皆
さ
ま
よ

り
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば

よ
い
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

福
岡
支
部
は
メ
ン
バ
ー
が
少

な
く
、
ま
た
支
部
が
あ
る
事
を

ご
存
じ
で
な
い
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、

紫
紺
会
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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東
京
紫
紺
会

会
長　

宮
本 

恭
一（
12
期
）

　

東
京
紫
紺
会
大
い
に
盛
り
上

が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
麹
町
の
都
市
セ
ン
タ

ー
ホ
テ
ル
に
て
新
年
会
を
盛
大

に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

１
期
か
ら
57
期
の
学
生
ま
で

総
勢
60
名
を
超
え
る
同
窓
生
が

集
い
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

学
園
や
紫
紺
会
本
部
よ
り
、

多
く
の
幹
部
の
方
々
に
ご
出
席

頂
き
、
常
連
の
猿
渡
先
生
や
松

本
悦
子
先
生
に
も
ご
参
加
頂
き

ま
し
た
。

　

今
年
は
〝
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
盛
り
上
げ
よ
う
!!
〞
を
テ

ー
マ
に
全
員
参
加
の
ク
イ
ズ
大

会
で
大
盛
り
上
が
り
。

飲
食
紫
紺
会

会
長　

早
川　

誠（
４
期
）

　

飲
食
紫
紺
会
は
飲
食
関
係
の

方
々
と
紫
紺
会
の
多
大
な
る
協

力
の
も
と
立
ち
上
げ
て
４
年
。

こ
れ
ま
で
〝
飲
食
店
マ
ッ
プ
発

行
〞
、〝
は
し
ご
酒
大
会
〞
と
、

定
期
的
に
集
ま
る
機
会
を
つ
く

り
交
流
を
深
め
て
参
り
ま
し

た
。

関
西
紫
紺
会

実
行
委
員
長　

松
岡 

利
康（
９
期
）

　

関
西
支
部
（
赤
星
武
徳
支
部

長
／
１
期
）
で
は
、
２
０
１
９

年
11
月
30
日
、
大
阪
･
梅
田
、

阪
急
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
「
グ
ラ
ン

ド
白
楽
天
」
に
て
２
年
振
り
に

同
窓
会
を
開
き
ま
し
た
。
高
層

ビ
ル
か
ら
夜
景
を
眺
め
な
が
ら

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
同
窓
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
は
、
長
年
、
赤
星

支
部
長
と
共
に
関
西
支
部
を
支

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
亡
く
な

ら
れ
た
坂
口
哲
司
さ
ん
（
７

期
）
の
追
悼
と
、
長
野
英
子
紫

紺
会
会
長
就
任
祝
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
意
義
深
い
同
窓
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

熊
本
か
ら
は
、
堤
豊
校
長
、

紫
紺
会
支
部
・
委
員
会
活
動
報
告

紫
紺
会
支
部
・
委
員
会
活
動
報
告

初の九州大会出場を逃した熊本県大会の準決勝
城北高校戦（2019年10月5日）

〜
皆
様
か
ら
の
ご
恩
に
感
謝
〜

60周年記念祝賀会11月16日

新年初打ち会 1月2日 堤校長、長野会長も出席した2年振りの同窓会

東京五輪音頭で大盛り上がり

長
野
紫
紺
会
会
長
、
木
村
光
男

副
会
長
、
武
末
博
司
元
会
長
ら

が
、
ま
た
東
京
か
ら
は
金
子
隆

夫
元
幹
事
、
光
永
忠
史
前
事
務

局
長
ら
が
遠
路
は
る
ば
る
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
浦
津
栄
一
熊
本
県
大
阪

事
務
所
次
長
も
ご
出
席
賜
り
ま

し
た
。

　

皆
様
方
に
激
励
さ
れ
来
年
以

降
も
絆
を
強
め
欠
か
さ
ず
開
催

し
て
い
く
こ
と
を
決
意
い
た
し

ま
し
た
。

加
を
呼
び
か
け
、
交
流
を
図
り

ま
し
た
。
今
年
度
も
４
月
と
12

月
に
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し

た
ほ
か
、
８
月
に
は
若
手
交
流

会
で
街
中
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行

い
ま
し
た
。
12
月
に
は
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
で
「
大
江
学
園
」
へ
お

菓
子
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年

度
に
関
し
て
は
、
60
周
年
記
念

事
業
の
一
環
で
学
校
窓
拭
き
隊

を
結
成
し
、
校
舎
の
窓
拭
き
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
反
響

だ
っ
た
記
念
バ
ッ
ジ
を
青
年
部

で
考
案
し
、
販
売
い
た
し
ま
し

た
。

　

令
和
２
年
度
も
青
年
部
一
同

で
若
手
の
参
加
を
増
や
し
、
さ

ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

紫
紺
会
同
窓
生
の
中
に
も
飲

食
に
関
わ
る
方
が
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
起
業
さ
れ
、
創
業
数

年
生
き
残
り
、
経
営
を
続
け
て

い
く
と
、
色
々
な
課
題
が
出
て

き
ま
す
。
継
続
、
継
承
に
も
お

手
伝
い
で
き
る
組
織
づ
く
り
を

目
指
す
と
同
時
に
幅
広
い
世
代

の
卒
業
生
の
皆
様
に
も
還
元
で

き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
「
お
、
も
、
て
、
な
、
し
」

を
掲
げ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
飲

食
業
界
に
と
っ
て
も
重
要
な
役

割
を
担
う
特
別
な
年
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

本
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
昨

年
創
部
60
周
年
を
迎
え
、
11
月

に
は
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
を
会

場
に
し
て
記
念
祝
賀
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
頂
き
ま
し
た

皆
様
、
並
び
に
こ
れ
ま
で
ご
支

援
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に

は
、
こ
の
場
を
お
か
り
し
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
日
は
熊
本
県
副
知
事
田
嶋

徹
様
、
学
校
法
人
熊
本
学
園
理

事
長
目
黒
純
一
様
、
熊
本
学
園

大
学
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

長
堤
豊
様
、
衆
議
院
議
員
坂
本

哲
志
様
を
は
じ
め
、
県
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会
の
皆
様
、
紫
紺
会

の
皆
様
方
の
総
勢
約
２
０
０
名

に
ご
参
加
を
頂
き
盛
会
に
催
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

例
年
の
活
動
と
し
て
は
、
３

月
の
部
員
歓
送
迎
会
参
加
や
夏

季
懇
親
会
（
８
月
10
日
）
を
行

い
、
創
部
来
続
く
１
月
２
日
の

新
年
初
打
ち
会
で
は
、
昨
年
に

勝
る
多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
頂
き
盛
会
に
行
い
ま
し

た
。

　

昨
年
全
国
高
校
総
体
南
部
九

州
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
を

迎
え
た
学
生
か
ら
は
、
男
子
シ

ン
グ
ル
ス
３
位
入
賞
（
池
端
智

也
）
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
ベ
ス
ト

16
（
池
端
元
哉
・
嶽
本
樹
希
）

と
い
う
嬉
し
い
報
告
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
吉
報
を
機
に
、
今
後
さ

ら
に
上
を
目
指
せ
る
選
手
育
成

の
一
助
と
な
る
よ
う
Ｏ
Ｂ
会
と

し
て
も
一
層
支
援
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
卒
業

生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
何
卒
ご
支
援
ご
協
力
頂
け

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
本

年
度
の
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

２
０
１
９
年
９
月
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
九
州
地
区
高
校
野
球

熊
本
大
会
（
秋
季
大
会
）
に
お

き
ま
し
て
、
わ
が
校
初
の
準
決

勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

あ
と
１
勝
し
て
決
勝
へ
進
出

す
れ
ば
、
九
州
大
会
出
場
と
な

り
、
そ
こ
で
２
勝
し
た
チ
ー
ム

が
春
の
選
抜
甲
子
園
大
会
に
選

出
さ
れ
る
の
が
通
例
の
た
め
、

こ
の
準
決
勝
は
、
夢
を
実
現
す

る
た
め
の
大
一
番
と
な
り
ま
し

た
。

　

結
果
は
、
強
豪
の
城
北
高
校

相
手
に
延
長
10
回
、
１
‐
２
×

の
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
。
残
念
過
ぎ

る
試
合
結
果
で
し
た
が
、
O
B

一
同
、
夢
の
実
現
が
そ
こ
ま
で

き
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
大

変
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
11
月
に
開
催
さ
れ

た
、
熊
本
市
内
の
１
年
生
大
会

で
も
創
部
初
の
準
優
勝
を
果
た

し
た
学
付
ナ
イ
ン
。
今
年
の
夏

は
、
か
な
り
注
目
が
集
ま
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
全

力
疾
走
の
学
付
野
球
に
徹
し

て
、
挑
戦
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
声
援
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
も
会
員
の
皆
様
の

親
睦
と
母
校
の
発
展
と
な
る

事
業
を
開
催
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

行
っ
た
生
徒
を
表
彰
す
る
奨
励

賞
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

仕
事
で
の
人
脈
を
広
げ
、
交
流

を
図
り
た
い
方
は
是
非
ご
入
会

く
だ
さ
い
（
年
会
費
は
初
年
度

無
料
で
す
よ
！
）
。

　

最
後
は
あ
の
名
曲
、
三
波
春

夫
、
東
京
五
輪
音
頭
を
皆
で
大

合
唱
。

　

小
池
都
知
事
も
お
呼
び
し
た

い
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
で
閉
会

致
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
東
京
紫
紺
会
は
「
参

加
者
1
0
0
名
を
目
指
す
!!
」

を
テ
ー
マ
に
幹
事
皆
で
知
恵
を

絞
っ
て
参
り
ま
す
。
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事
業
活
動
委
員
会

委
員
長　

桑
原
幸
津
江（
25
期
）

　

令
和
２
年
１
月
25
日
、
令

和
初
の
総
会
及
び
新
春
大
同

窓
会
に
多
く
の
同
窓
生
が
ご

参
加
い
た
だ
き
盛
会
に
終
わ

り
ま
し
た
こ
と
、
皆
様
に
心

昨年12月に松屋本館で開催した新入会員歓迎会。
このほど、新たに会員になった13人を歓迎した

毎
年
恒
例
の
若
手
交
流
会
は
昨
年
、

街
中
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
開
催
し
た

飲
食
紫
紺
会
会
長
、４
期
・
早
川
先
輩
の

お
店「
は
や
川
」に
て

１２月にはゴルフコンペの参加費の一部で
大江学園にお菓子をプレゼントした

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
花
見
の
会

及
び
年
祝
い
の
会
も
盛
会
に

て
開
催
。
さ
ら
に
60
周
年
記

念
行
事
も
担
当
委
員
の
方
々

の
ご
協
力
の
も
と
素
晴
ら
し

い
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

役
員
、
代
表
幹
事
、
会
員

の
皆
様
方
の
ご
協
力
、
心
よ

青
年
部
委
員
会

令
和
元
年
度
委
員
長　
　
　
　

嶋
村　

拓
二
郎（
41
期
）

　

榎
崇
文
前
委
員
長
（
40
期
）

か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
受
け
、

１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
榎
委
員

長
が
作
っ
て
こ
ら
れ
た
青
年
部

の
盛
り
上
が
り
の
持
続
と
新
た

な
活
性
化
を
目
的
に
活
動
を
進

め
、
青
年
部
役
員
全
８
人
で
力

を
合
わ
せ
て
、
若
手
会
員
の
参

紫
紺
経
済
同
友
会

事
務
局　

榎　

崇
文（
40
期
）

 　

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会　

会
長　

池
本　

哲
二（
31
期
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
創
部
60
周
年
記
念

創
部
初
の
ベ
ス
ト
４
進
出

学
付
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
Ｏ
Ｂ
会　

会
長　

宮
村　

勇
一
郎（
23
期
）

　

紫
紺
経
済
同
友
会
は
、
令
和

元
年
度
に
会
長
が
吉
村
浩
之

（
19
期
）
か
ら
寺
本
光
秀
（
21

期
）
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し

た
。
寺
本
会
長
は
会
の
持
続
的

な
発
展
を
図
る
た
め
に
若
手
会

員
の
拡
大
に
力
を
入
れ
、
今
年

度
に
は
16
人
の
新
規
入
会
が
あ

り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
8
月
に
は
紫
紺
会

青
年
部
と
合
同
の
若
手
交
流

会
、
11
月
に
は
５
校
経
済
同
友

会
の
合
同
例
会
、
12
月
に
は
新

入
会
員
歓
迎
会
、
さ
ら
に
令
和

２
年
２
月
に
は
隠
れ
た
善
行
を

福
岡
支
部松

永 

尚
宏（
29
期
）

　

紫
紺
会
福
岡
支
部
の
松
永
尚

宏
と
申
し
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
昨

年
に
関
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
と

い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
催
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
２
０
２
０
年
度

は
紫
紺
会
会
員
が
オ
ー
ナ
ー
の

飲
食
店
を
探
訪
す
る
な
ど
、
定

例
会
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
告
知
は
紫
紺
Ｈ
Ｐ
ま

た
は
Ｆ
Ｂ
で
行
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
ま
た
、
皆
さ
ま
よ

り
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば

よ
い
な
ど
、
ア
イ
デ
ア
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

福
岡
支
部
は
メ
ン
バ
ー
が
少

な
く
、
ま
た
支
部
が
あ
る
事
を

ご
存
じ
で
な
い
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、

紫
紺
会
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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東
京
紫
紺
会

会
長　

宮
本 

恭
一（
12
期
）

　

東
京
紫
紺
会
大
い
に
盛
り
上

が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
麹
町
の
都
市
セ
ン
タ

ー
ホ
テ
ル
に
て
新
年
会
を
盛
大

に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

１
期
か
ら
57
期
の
学
生
ま
で

総
勢
60
名
を
超
え
る
同
窓
生
が

集
い
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

学
園
や
紫
紺
会
本
部
よ
り
、

多
く
の
幹
部
の
方
々
に
ご
出
席

頂
き
、
常
連
の
猿
渡
先
生
や
松

本
悦
子
先
生
に
も
ご
参
加
頂
き

ま
し
た
。

　

今
年
は
〝
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
盛
り
上
げ
よ
う
!!
〞
を
テ

ー
マ
に
全
員
参
加
の
ク
イ
ズ
大

会
で
大
盛
り
上
が
り
。

飲
食
紫
紺
会

会
長　

早
川　

誠（
４
期
）

　

飲
食
紫
紺
会
は
飲
食
関
係
の

方
々
と
紫
紺
会
の
多
大
な
る
協

力
の
も
と
立
ち
上
げ
て
４
年
。

こ
れ
ま
で
〝
飲
食
店
マ
ッ
プ
発

行
〞
、〝
は
し
ご
酒
大
会
〞
と
、

定
期
的
に
集
ま
る
機
会
を
つ
く

り
交
流
を
深
め
て
参
り
ま
し

た
。

関
西
紫
紺
会

実
行
委
員
長　

松
岡 

利
康（
９
期
）

　

関
西
支
部
（
赤
星
武
徳
支
部

長
／
１
期
）
で
は
、
２
０
１
９

年
11
月
30
日
、
大
阪
･
梅
田
、

阪
急
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
「
グ
ラ
ン

ド
白
楽
天
」
に
て
２
年
振
り
に

同
窓
会
を
開
き
ま
し
た
。
高
層

ビ
ル
か
ら
夜
景
を
眺
め
な
が
ら

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
同
窓
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
は
、
長
年
、
赤
星

支
部
長
と
共
に
関
西
支
部
を
支

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
亡
く
な

ら
れ
た
坂
口
哲
司
さ
ん
（
７

期
）
の
追
悼
と
、
長
野
英
子
紫

紺
会
会
長
就
任
祝
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
意
義
深
い
同
窓
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

熊
本
か
ら
は
、
堤
豊
校
長
、

紫
紺
会
支
部
・
委
員
会
活
動
報
告

紫
紺
会
支
部
・
委
員
会
活
動
報
告

初の九州大会出場を逃した熊本県大会の準決勝
城北高校戦（2019年10月5日）

〜
皆
様
か
ら
の
ご
恩
に
感
謝
〜

60周年記念祝賀会11月16日

新年初打ち会 1月2日 堤校長、長野会長も出席した2年振りの同窓会

東京五輪音頭で大盛り上がり

長
野
紫
紺
会
会
長
、
木
村
光
男

副
会
長
、
武
末
博
司
元
会
長
ら

が
、
ま
た
東
京
か
ら
は
金
子
隆

夫
元
幹
事
、
光
永
忠
史
前
事
務

局
長
ら
が
遠
路
は
る
ば
る
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
浦
津
栄
一
熊
本
県
大
阪

事
務
所
次
長
も
ご
出
席
賜
り
ま

し
た
。

　

皆
様
方
に
激
励
さ
れ
来
年
以

降
も
絆
を
強
め
欠
か
さ
ず
開
催

し
て
い
く
こ
と
を
決
意
い
た
し

ま
し
た
。

加
を
呼
び
か
け
、
交
流
を
図
り

ま
し
た
。
今
年
度
も
４
月
と
12

月
に
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し

た
ほ
か
、
８
月
に
は
若
手
交
流

会
で
街
中
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行

い
ま
し
た
。
12
月
に
は
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
で
「
大
江
学
園
」
へ
お

菓
子
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年

度
に
関
し
て
は
、
60
周
年
記
念

事
業
の
一
環
で
学
校
窓
拭
き
隊

を
結
成
し
、
校
舎
の
窓
拭
き
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
反
響

だ
っ
た
記
念
バ
ッ
ジ
を
青
年
部

で
考
案
し
、
販
売
い
た
し
ま
し

た
。

　

令
和
２
年
度
も
青
年
部
一
同

で
若
手
の
参
加
を
増
や
し
、
さ

ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

紫
紺
会
同
窓
生
の
中
に
も
飲

食
に
関
わ
る
方
が
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
起
業
さ
れ
、
創
業
数

年
生
き
残
り
、
経
営
を
続
け
て

い
く
と
、
色
々
な
課
題
が
出
て

き
ま
す
。
継
続
、
継
承
に
も
お

手
伝
い
で
き
る
組
織
づ
く
り
を

目
指
す
と
同
時
に
幅
広
い
世
代

の
卒
業
生
の
皆
様
に
も
還
元
で

き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
「
お
、
も
、
て
、
な
、
し
」

を
掲
げ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
飲

食
業
界
に
と
っ
て
も
重
要
な
役

割
を
担
う
特
別
な
年
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

本
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
昨

年
創
部
60
周
年
を
迎
え
、
11
月

に
は
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
を
会

場
に
し
て
記
念
祝
賀
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
頂
き
ま
し
た

皆
様
、
並
び
に
こ
れ
ま
で
ご
支

援
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に

は
、
こ
の
場
を
お
か
り
し
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
日
は
熊
本
県
副
知
事
田
嶋

徹
様
、
学
校
法
人
熊
本
学
園
理

事
長
目
黒
純
一
様
、
熊
本
学
園

大
学
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

長
堤
豊
様
、
衆
議
院
議
員
坂
本

哲
志
様
を
は
じ
め
、
県
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会
の
皆
様
、
紫
紺
会

の
皆
様
方
の
総
勢
約
２
０
０
名

に
ご
参
加
を
頂
き
盛
会
に
催
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

例
年
の
活
動
と
し
て
は
、
３

月
の
部
員
歓
送
迎
会
参
加
や
夏

季
懇
親
会
（
８
月
10
日
）
を
行

い
、
創
部
来
続
く
１
月
２
日
の

新
年
初
打
ち
会
で
は
、
昨
年
に

勝
る
多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
頂
き
盛
会
に
行
い
ま
し

た
。

　

昨
年
全
国
高
校
総
体
南
部
九

州
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
を

迎
え
た
学
生
か
ら
は
、
男
子
シ

ン
グ
ル
ス
３
位
入
賞
（
池
端
智

也
）
、
男
子
ダ
ブ
ル
ス
ベ
ス
ト

16
（
池
端
元
哉
・
嶽
本
樹
希
）

と
い
う
嬉
し
い
報
告
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
吉
報
を
機
に
、
今
後
さ

ら
に
上
を
目
指
せ
る
選
手
育
成

の
一
助
と
な
る
よ
う
Ｏ
Ｂ
会
と

し
て
も
一
層
支
援
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
卒
業

生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
何
卒
ご
支
援
ご
協
力
頂
け

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
本

年
度
の
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

２
０
１
９
年
９
月
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
九
州
地
区
高
校
野
球

熊
本
大
会
（
秋
季
大
会
）
に
お

き
ま
し
て
、
わ
が
校
初
の
準
決

勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

あ
と
１
勝
し
て
決
勝
へ
進
出

す
れ
ば
、
九
州
大
会
出
場
と
な

り
、
そ
こ
で
２
勝
し
た
チ
ー
ム

が
春
の
選
抜
甲
子
園
大
会
に
選

出
さ
れ
る
の
が
通
例
の
た
め
、

こ
の
準
決
勝
は
、
夢
を
実
現
す

る
た
め
の
大
一
番
と
な
り
ま
し

た
。

　

結
果
は
、
強
豪
の
城
北
高
校

相
手
に
延
長
10
回
、
１
‐
２
×

の
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
。
残
念
過
ぎ

る
試
合
結
果
で
し
た
が
、
O
B

一
同
、
夢
の
実
現
が
そ
こ
ま
で

き
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
大

変
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
11
月
に
開
催
さ
れ

た
、
熊
本
市
内
の
１
年
生
大
会

で
も
創
部
初
の
準
優
勝
を
果
た

し
た
学
付
ナ
イ
ン
。
今
年
の
夏

は
、
か
な
り
注
目
が
集
ま
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
全

力
疾
走
の
学
付
野
球
に
徹
し

て
、
挑
戦
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
声
援
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
も
会
員
の
皆
様
の

親
睦
と
母
校
の
発
展
と
な
る

事
業
を
開
催
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

行
っ
た
生
徒
を
表
彰
す
る
奨
励

賞
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

仕
事
で
の
人
脈
を
広
げ
、
交
流

を
図
り
た
い
方
は
是
非
ご
入
会

く
だ
さ
い
（
年
会
費
は
初
年
度

無
料
で
す
よ
！
）
。

　

最
後
は
あ
の
名
曲
、
三
波
春

夫
、
東
京
五
輪
音
頭
を
皆
で
大

合
唱
。

　

小
池
都
知
事
も
お
呼
び
し
た

い
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
で
閉
会

致
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
東
京
紫
紺
会
は
「
参

加
者
1
0
0
名
を
目
指
す
!!
」

を
テ
ー
マ
に
幹
事
皆
で
知
恵
を

絞
っ
て
参
り
ま
す
。
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◆令和元年度奉納寄付一覧◆（敬称略　順不同）
下通繁栄会、ア・スタジオ、燈、オッジ・ミラノ　松野龍也、熊本内科病院、㈲ザ・ベイクド・ポテト、鳥亭、㈲ピーカンパニー　プラチナ、15期 島村昌宏、熊本トヨ
ペット㈱ 6期 齊藤直信、東亜シルク㈱ 4期　長野和男、㈾吉田整骨院製薬所、㈱宮食　ホテルオークス、㈱熊本ホテルキャッスル、上妻亭　13期 上妻利夫、㈱前田産業 6
期 木村洋一郎、紙弘　深浦社長、ラトゥール、コグマ、旭タクシー㈱ 25期 赤池憲悟、明和グループ　川口圭介、明和グループ　川口英之介、第一ビルサービス 31期 林
田公治、㈲プレイン　おはこ　平野正樹、㈱うしじま酒店、みらい、㈱ファーマダイワ 8期 岡山善郎、㈱鳥井、西山塗装　西山公英、ヒガキ塗装、大日本塗料㈱、九州エ
ネルギー協同管理、AGCコーテック、高橋塗装、林田塗装、築、㈱日の丸産業、杉島土地家屋調査士事務所、永田ツアーデスク、㈲相生プランニング　豊原新吾、RAC
コーポレーション　山代眞貴、㈱newBAUデザイン、木原みのる、九研工業㈱ 11期 佐藤秀敏、徳永酒店 15期 徳永龍磨、㈲パワーズ　酒とめし　RIKI、15期 家入浩一、
15期 富田伸、オフセット、菊陽自動車学校 17期　野上武、魚幸 18期 都甲憲治、熊本大同青果㈱ 18期 月田潔孝、㈱夢工場 16期 徳永雅三、18期 奥名克美、企画屋 16
期 上村元三、15期 長野英子、ライフプラザ、18期 本田光二、あかりテラス、大和田自動車、キャサリンズ’s BAR 19期 藤本清美、紫紺経済同友会、19期 上坂尚子、10
期 原　亨、㈱コクユー　酒造恵之助、田邉由美子、不動モータース、㈱馬場石油、ウェルディングガス㈱熊本営業所、アレスト　江頭由佳、シャリマー、寿司・懐石　火
の国、こめ＆葡萄 22期 八ッ波美和子、ピンクウォーター、ピンクウォーター　猿渡由紀、ピンクウォーター　石崎、双葉タクシー 3期 石崎公士、松屋本館 25期　西上佳
孝、㈱村田自動車 3期　村田誠一、22期 緒方孝則、九機工業㈱ 6期 梨子木和秀、ひかりタクシーグループ 22期 寺本光秀、ミスＪＪ　岡村彰子、佳山、㈱こざき 13期 古
崎正敏、27期 鈴木浩二、熊本建物㈱、熊本旅行㈱、上林工業㈱ 4期　上林節郎、㈱愛住宅 29期 前田年哉、㈱ニコニコ不動産 34期 山田高大、司法書士井上事務所 46期 
井上慶一、㈲みた商事 22期 中林文重、30期 平田勝大、司法書士嶋田事務所、24期 工藤雅弘、㈶杏仁会　青明病院、江南病院、介護老人保健施設　フォレスト熊本、瑞
鷹㈱ 30期 吉村謙太郎、クリーニングのフレンド 27期 内田貴夫、スナックいぶき、NPO法人くまもと福祉フードタウン 29期 岡田聡二郎、㈱タウン開発　30期　前田尚
毅、社会福祉法人　博心会 30期 渡邉太朗、ポーラ化粧品熊本中営業所　2期　西村隆一郎、ムラユキ電器 30期 村上隆史、㈱エス・エス・齋藤、㈱すがコーポレーション
　菅 聖、社会福祉法人　環友會、テイク5、30期 松川優子、㈱マリーゴールド 31期 齊藤潤一、資産総合鑑定㈱ 12期 西川毅彦、QUATTRO　有馬拓郎、31期 池本哲二、
31期 安武光輝、ニュー天花　井上、スナック明星パンチ、㈱南栄開発 17期 斉藤　忠、黒木鑑定事務所、㈱ハイコム　甲斐達也（au熊本下通店）、ナナイロ、32期 永
田、天真爛漫、花らん香ろん、勝手にしやがれ、トラットリア　フェデリコ　ヌォーヴォ、入江タクシー 10期　入江栄俊、銀杏釜めし 5期　藤田等、スナックことのは、
メンバーズ　ウィンズ、ありさ、ダイキンHVACソリューション九州㈱、㈱山代電機製作所　山代峰也、三葉電機工業、プレリュード、ビビッド、温石、円の家 24期　西
岡、知友會　村上雄一、天野屋書店、原田写真場、㈲堤酒店、山本屋、ラ・ベレッツァ 19期 上野真裕、㈱アルファーシステムサービス、㈱クリエイティブ・シコン、ちゃ
おず、鳥生、35期 佐土原　熊本めぐみの園・バラ園、35期 佐土原　護、㈱重建、36期 佐藤健次、BORDER、㈱フレンド　杉野、ネオスタイル　益田、司法書士 毛利健
太郎、㈲原田建設　原田、大窪土地家屋調査士、花畑吟魚こんや、食堂ままかり、うな雅、ハコニワ、㈱モリシマ、楽団　左座、田尻建設、喜楽、GENｎBA　塚本邦裕、
㈱木村建設　木村賢正、㈱中川建設工業、川口電工、ひがし電工社、アクアワークス、㈲山根工業所、篠田板金、島田吹付塗装、㈱平野木工、㈲インテリアワールド、橋元
工建、アベ美装、かやのき、スナック槍BA、Hii BAR、JUNGLE、ザ・ハッピーズポテト、重浦畜産 熊本凌、カネコトランスポート、㈱マミリー、㈱善総　㈹清水善大、
RIGOETTO　緒方、ツーセカンド、イスミ、ひのくに弁護士、早川商会、ワンスフィールド、三五、蔵本真史、㈱コスギ不動産　小杉康之、㈱ホワイトトップ、合志祐
司、Feliz hair and clothing、乙女の隠れ家、ポポラ大橋、LOVE GLOSS　おてもやん、ぼんぼんめん、旨肉食堂ホルモンマン、KOBAYASHI、32期 高濱知佳、焼鳥呑みて
い 25期 木村圭治、ホテル日航熊本、42期一同、浅草屋、慈愛園　子供ホーム　ケアハウス、慈愛園　老人ホーム、介護老人施設　湧心苑、特別養護老人ホーム　画図重
富苑、熊本学園大付属高校、熊本学園大付属高校同窓会　紫紺会、丁子屋 ※名称の誤り等ご容赦願います

「
紫
紺
の
想
い
」

「
紫
紺
の
想
い
」

紫
紺
会
第
42
代
隊
長　

豊
田　

隆
志

紫
紺
会
第
42
代
隊
長　

豊
田　

隆
志

（文責：飾馬奉納委員会）

　

飾
馬
奉
納
紫
紺
会
第
四
十
二
代
隊
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
豊
田
隆
志
で
す
。

ま
ず
、
藤
崎
八
幡
宮
秋
季
例
大
祭
で
紫
紺
会
と

し
て
奉
納
す
る
に
あ
た
り
、
関
係
者
の
方
々
に

は
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
、
飾
馬
奉
納
紫
紺
会
に
関
わ
り
始
め
た

の
は
今
か
ら
2
年
前
の
、
あ
る
先
輩
の
言
葉
か

ら
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
全
く
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
祭
り
と
は
無
縁
で
、
祭
り
を
ど
う
楽
し
む

の
か
さ
え
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
第
四
十
一
代
の
隊
長
で
高
校
時
代

に
剣
道
部
で
共
に
汗
を
流
し
た
嶋
村
先
輩
か

ら
、「
来
年
、
四
十
二
期
（
35
歳
）
は
、
飾
馬
奉

納
紫
紺
会
の
中
心
と
し
て
、
同
級
生
を
集
め

て
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
盛
り
上
げ
な
ん

け
ん
！
そ
の
隊
長
を
務
め
て
ほ
し
い
」
と
の
言

葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
瞬
な
ん
の

こ
と
だ
か
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
高
校
時
代
か
ら
と
て
も
良
く
し
て
頂
い
た
嶋

村
先
輩
が
仰
る
こ
と
な
ら
ば
」
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
隊
長
を
務
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
先
代
の
隊
長
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
歴
代
隊
長
や
実
行
委
員
の
先

輩
方
が
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
私
に
、
祭
り

と
は
如
何
な
る
も
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
ご

教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
祭
当
日
ま
で
の

日
々
は
仕
事
に
祭
り
の
準
備
に
と
色
々
大
変
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
何
か
あ
る
度
に
先
輩
方
が

温
か
く
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
り
、
な
ん
と
か
祭

り
ま
で
の
業
務
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
最
大
の
協
力
を
い
た
だ

い
た
同
級
生
の
存
在
は
忘
れ
も
し
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
、
実
は
同
級
生
の
協
力
を
初
め
か

ら
得
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

四
十
二
期
は
、
卒
業
後
、
大
き
な
同
窓
会
を

一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
正
直
、「
祭
り
に

み
ん
な
が
参
加
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
協
力

を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
…
」
と
い
う
の
が
、
私

の
最
大
の
不
安
で
し
た
。
そ
の
不
安
は
現
実
の

も
の
に
な
り
、
活
動
を
開
始
し
た
頃
に
集
っ
た

同
級
生
の
数
は
、
ほ
ん
の
数
名
と
い
う
状
態
で

し
た
。

　

人
数
が
集
ま
ら
な
い
ま
ま
、
1
日
1
日
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
、
不
安
と
焦
り

が
募
る
ば
か
り
。

　

し
か
し
、「
こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
繋
い
で
き

て
く
れ
た
飾
馬
奉
納
紫
紺
会
を
四
十
二
期
で
盛

り
下
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
決
め
た
こ
と

を
途
中
で
投
げ
出
す
わ
け
に
は
い
け
な
い
。
」

と
い
う
強
い
想
い
で
、
同
級
生
一
人
ひ
と
り

に
、
こ
の
35
歳
と
い
う
年
で
祭
り
を
担
う
意
味

を
説
明
し
て
い
き
ま
し
た
。
気
づ
く
と
一
人
が

手
を
差
し
の
べ
て
く
れ
、
ま
た
一
人
、
そ
し

て
、
ま
た
一
人
と
協
力
者
が
増
え
て
い
き
、
協

力
者
の
み
ん
な
が
こ
の
想
い
を
S
N
S
で
シ
ェ

ア
し
て
く
れ
た
結
果
、
準
備
期
間
か
ら
祭
り
当

日
ま
で
50
人
近
く
の
同
級
生
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
き
、
担
当
期
の
役
割
を
担
い
果
た
せ
る

だ
け
の
協
力
を
得
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
祭
り
が
終
わ
っ
た
時
、
同
級
生
の
み
ん
な
が

「
楽
し
か
っ
た
！
あ
り
が
と
う
！
」
と
言
っ
て

く
れ
た
こ
と
は
、
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
最

高
の
喜
び
と
、
最
高
の
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。

　

担
当
期
と
し
て
の
役
目
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
祭
り
で
集
っ
た
同
級
生
は
今
、
担
当
期
で

は
な
く
四
十
二
期
と
し
て
ま
た
少
し
ず
つ
集
ま

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
祭
り

と
い
う
き
っ
か
け
で
紫
紺
に
集
い
協
力
し
合
っ

た
貴
重
な
経
験
が
そ
う
さ
せ
て
く
れ
た
と
思
っ

て
ま
す
。
こ
の
大
切
さ
を
紫
紺
会
の
先
輩
方
は

知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
担
当
期
に
そ

の
伝
統
を
紡
い
で
く
れ
て
い
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

　

改
め
て
、
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
の
元
年

で
あ
り
紫
紺
会
60
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年

に
、
飾
馬
奉
納
紫
紺
会
の
担
当
期
と
い
う
大
役

を
受
け
継
ぎ
、
次
の
代
に
渡
す
と
い
う
貴
重
な

経
験
・
体
験
を
頂
い
た
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１月26日

新春大同窓会
全国各地から約400人が出席した新春大同窓会。初の女性同窓会長に15期の長野
英子氏が就任した（熊本ホテルキャッスル）

紫紺経済同友会奨励賞授与式
在校生のボランティア活動など善行を
称え、毎年開催している奨励賞授与式
（ＡＮＡクラウンプラザホテル熊本
ニュースカイ）

３月２日

会報誌発行
オールカラーに変更し第１号の発行と
なった会報誌（通巻29号）。2018年に
おける同窓会の活動をまとめた

２月21日 ３月30日

花見の会
毎年恒例の春のお花見会。満開の桜を
見ながら先輩後輩でにぎやかに歓談し
た（山見茶屋）

紫紺年祝いの会
会員の古希や還暦などを祝う恒例行事
となっている年祝いの会（ＡＮＡクラ
ウンプラザホテル熊本ニュースカイ）

８月９日

青年部若手交流会
30期以降の若手同窓生が参加し仕事や
プライベート、例大祭など、さまざま
な情報交換をしながら交流を深めた。
当日は約50人が参加しビアガーデンを
楽しんだ（Garden 405）

６月15日

藤崎八旛宮秋季例大祭
「ドーカイ、ドーカイ！！」。威勢の良
い勢子たちの掛け声とラッパや太鼓な
どを鳴らしながら行進する例大祭。豊
田隆志隊長が率いる42期生が担当期と
なり、無事奉納を終えた

高校創立60周年祝賀会
関東や関西など全国各地から同窓生を
はじめ関係者約500人が出席した高校
創立60周年記念祝賀会。同祝賀会は紫
紺会が主管し開催した（ホテル日航熊
本）

10月10日

第５回はしご酒大会
2016年に発足した飲食紫紺会が毎年開
いているはしご酒。今回が第５回開催
となり、同窓生が経営する下通方面の
飲食店を回った

９月26日 11月16日

高校バドミントン部創部60周年祝賀会
バドミントン部ＯＢ会が開いた祝賀会。
関係者180人が出席した。ＯＢ会は新
年の初打ち会や部員の歓送迎会、夏季懇
親会など年間を通して活発な活動をして
いる（熊本ホテルキャッスル）

９月16日

写真で振り返る
紫紺会の一年
写真で振り返る
紫紺会の一年
（平成31年１月～
　　　　　令和元年 12 月）

最新ニュースは紫紺会の
ホームページやフェイス
ブックでご覧いただけます。
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◆令和元年度奉納寄付一覧◆（敬称略　順不同）
下通繁栄会、ア・スタジオ、燈、オッジ・ミラノ　松野龍也、熊本内科病院、㈲ザ・ベイクド・ポテト、鳥亭、㈲ピーカンパニー　プラチナ、15期 島村昌宏、熊本トヨ
ペット㈱ 6期 齊藤直信、東亜シルク㈱ 4期　長野和男、㈾吉田整骨院製薬所、㈱宮食　ホテルオークス、㈱熊本ホテルキャッスル、上妻亭　13期 上妻利夫、㈱前田産業 6
期 木村洋一郎、紙弘　深浦社長、ラトゥール、コグマ、旭タクシー㈱ 25期 赤池憲悟、明和グループ　川口圭介、明和グループ　川口英之介、第一ビルサービス 31期 林
田公治、㈲プレイン　おはこ　平野正樹、㈱うしじま酒店、みらい、㈱ファーマダイワ 8期 岡山善郎、㈱鳥井、西山塗装　西山公英、ヒガキ塗装、大日本塗料㈱、九州エ
ネルギー協同管理、AGCコーテック、高橋塗装、林田塗装、築、㈱日の丸産業、杉島土地家屋調査士事務所、永田ツアーデスク、㈲相生プランニング　豊原新吾、RAC
コーポレーション　山代眞貴、㈱newBAUデザイン、木原みのる、九研工業㈱ 11期 佐藤秀敏、徳永酒店 15期 徳永龍磨、㈲パワーズ　酒とめし　RIKI、15期 家入浩一、
15期 富田伸、オフセット、菊陽自動車学校 17期　野上武、魚幸 18期 都甲憲治、熊本大同青果㈱ 18期 月田潔孝、㈱夢工場 16期 徳永雅三、18期 奥名克美、企画屋 16
期 上村元三、15期 長野英子、ライフプラザ、18期 本田光二、あかりテラス、大和田自動車、キャサリンズ’s BAR 19期 藤本清美、紫紺経済同友会、19期 上坂尚子、10
期 原　亨、㈱コクユー　酒造恵之助、田邉由美子、不動モータース、㈱馬場石油、ウェルディングガス㈱熊本営業所、アレスト　江頭由佳、シャリマー、寿司・懐石　火
の国、こめ＆葡萄 22期 八ッ波美和子、ピンクウォーター、ピンクウォーター　猿渡由紀、ピンクウォーター　石崎、双葉タクシー 3期 石崎公士、松屋本館 25期　西上佳
孝、㈱村田自動車 3期　村田誠一、22期 緒方孝則、九機工業㈱ 6期 梨子木和秀、ひかりタクシーグループ 22期 寺本光秀、ミスＪＪ　岡村彰子、佳山、㈱こざき 13期 古
崎正敏、27期 鈴木浩二、熊本建物㈱、熊本旅行㈱、上林工業㈱ 4期　上林節郎、㈱愛住宅 29期 前田年哉、㈱ニコニコ不動産 34期 山田高大、司法書士井上事務所 46期 
井上慶一、㈲みた商事 22期 中林文重、30期 平田勝大、司法書士嶋田事務所、24期 工藤雅弘、㈶杏仁会　青明病院、江南病院、介護老人保健施設　フォレスト熊本、瑞
鷹㈱ 30期 吉村謙太郎、クリーニングのフレンド 27期 内田貴夫、スナックいぶき、NPO法人くまもと福祉フードタウン 29期 岡田聡二郎、㈱タウン開発　30期　前田尚
毅、社会福祉法人　博心会 30期 渡邉太朗、ポーラ化粧品熊本中営業所　2期　西村隆一郎、ムラユキ電器 30期 村上隆史、㈱エス・エス・齋藤、㈱すがコーポレーション
　菅 聖、社会福祉法人　環友會、テイク5、30期 松川優子、㈱マリーゴールド 31期 齊藤潤一、資産総合鑑定㈱ 12期 西川毅彦、QUATTRO　有馬拓郎、31期 池本哲二、
31期 安武光輝、ニュー天花　井上、スナック明星パンチ、㈱南栄開発 17期 斉藤　忠、黒木鑑定事務所、㈱ハイコム　甲斐達也（au熊本下通店）、ナナイロ、32期 永
田、天真爛漫、花らん香ろん、勝手にしやがれ、トラットリア　フェデリコ　ヌォーヴォ、入江タクシー 10期　入江栄俊、銀杏釜めし 5期　藤田等、スナックことのは、
メンバーズ　ウィンズ、ありさ、ダイキンHVACソリューション九州㈱、㈱山代電機製作所　山代峰也、三葉電機工業、プレリュード、ビビッド、温石、円の家 24期　西
岡、知友會　村上雄一、天野屋書店、原田写真場、㈲堤酒店、山本屋、ラ・ベレッツァ 19期 上野真裕、㈱アルファーシステムサービス、㈱クリエイティブ・シコン、ちゃ
おず、鳥生、35期 佐土原　熊本めぐみの園・バラ園、35期 佐土原　護、㈱重建、36期 佐藤健次、BORDER、㈱フレンド　杉野、ネオスタイル　益田、司法書士 毛利健
太郎、㈲原田建設　原田、大窪土地家屋調査士、花畑吟魚こんや、食堂ままかり、うな雅、ハコニワ、㈱モリシマ、楽団　左座、田尻建設、喜楽、GENｎBA　塚本邦裕、
㈱木村建設　木村賢正、㈱中川建設工業、川口電工、ひがし電工社、アクアワークス、㈲山根工業所、篠田板金、島田吹付塗装、㈱平野木工、㈲インテリアワールド、橋元
工建、アベ美装、かやのき、スナック槍BA、Hii BAR、JUNGLE、ザ・ハッピーズポテト、重浦畜産 熊本凌、カネコトランスポート、㈱マミリー、㈱善総　㈹清水善大、
RIGOETTO　緒方、ツーセカンド、イスミ、ひのくに弁護士、早川商会、ワンスフィールド、三五、蔵本真史、㈱コスギ不動産　小杉康之、㈱ホワイトトップ、合志祐
司、Feliz hair and clothing、乙女の隠れ家、ポポラ大橋、LOVE GLOSS　おてもやん、ぼんぼんめん、旨肉食堂ホルモンマン、KOBAYASHI、32期 高濱知佳、焼鳥呑みて
い 25期 木村圭治、ホテル日航熊本、42期一同、浅草屋、慈愛園　子供ホーム　ケアハウス、慈愛園　老人ホーム、介護老人施設　湧心苑、特別養護老人ホーム　画図重
富苑、熊本学園大付属高校、熊本学園大付属高校同窓会　紫紺会、丁子屋 ※名称の誤り等ご容赦願います

「
紫
紺
の
想
い
」

「
紫
紺
の
想
い
」

紫
紺
会
第
42
代
隊
長　

豊
田　

隆
志

紫
紺
会
第
42
代
隊
長　

豊
田　

隆
志

（文責：飾馬奉納委員会）

　

飾
馬
奉
納
紫
紺
会
第
四
十
二
代
隊
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
豊
田
隆
志
で
す
。

ま
ず
、
藤
崎
八
幡
宮
秋
季
例
大
祭
で
紫
紺
会
と

し
て
奉
納
す
る
に
あ
た
り
、
関
係
者
の
方
々
に

は
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
、
飾
馬
奉
納
紫
紺
会
に
関
わ
り
始
め
た

の
は
今
か
ら
2
年
前
の
、
あ
る
先
輩
の
言
葉
か

ら
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
全
く
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
祭
り
と
は
無
縁
で
、
祭
り
を
ど
う
楽
し
む

の
か
さ
え
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
第
四
十
一
代
の
隊
長
で
高
校
時
代

に
剣
道
部
で
共
に
汗
を
流
し
た
嶋
村
先
輩
か

ら
、「
来
年
、
四
十
二
期
（
35
歳
）
は
、
飾
馬
奉

納
紫
紺
会
の
中
心
と
し
て
、
同
級
生
を
集
め

て
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
盛
り
上
げ
な
ん

け
ん
！
そ
の
隊
長
を
務
め
て
ほ
し
い
」
と
の
言

葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
瞬
な
ん
の

こ
と
だ
か
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
高
校
時
代
か
ら
と
て
も
良
く
し
て
頂
い
た
嶋

村
先
輩
が
仰
る
こ
と
な
ら
ば
」
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
隊
長
を
務
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
先
代
の
隊
長
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
歴
代
隊
長
や
実
行
委
員
の
先

輩
方
が
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
私
に
、
祭
り

と
は
如
何
な
る
も
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
ご

教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
祭
当
日
ま
で
の

日
々
は
仕
事
に
祭
り
の
準
備
に
と
色
々
大
変
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
何
か
あ
る
度
に
先
輩
方
が

温
か
く
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
り
、
な
ん
と
か
祭

り
ま
で
の
業
務
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
最
大
の
協
力
を
い
た
だ

い
た
同
級
生
の
存
在
は
忘
れ
も
し
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
、
実
は
同
級
生
の
協
力
を
初
め
か

ら
得
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

四
十
二
期
は
、
卒
業
後
、
大
き
な
同
窓
会
を

一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
正
直
、「
祭
り
に

み
ん
な
が
参
加
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
協
力

を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
…
」
と
い
う
の
が
、
私

の
最
大
の
不
安
で
し
た
。
そ
の
不
安
は
現
実
の

も
の
に
な
り
、
活
動
を
開
始
し
た
頃
に
集
っ
た

同
級
生
の
数
は
、
ほ
ん
の
数
名
と
い
う
状
態
で

し
た
。

　

人
数
が
集
ま
ら
な
い
ま
ま
、
1
日
1
日
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
、
不
安
と
焦
り

が
募
る
ば
か
り
。

　

し
か
し
、「
こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
繋
い
で
き

て
く
れ
た
飾
馬
奉
納
紫
紺
会
を
四
十
二
期
で
盛

り
下
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
決
め
た
こ
と

を
途
中
で
投
げ
出
す
わ
け
に
は
い
け
な
い
。
」

と
い
う
強
い
想
い
で
、
同
級
生
一
人
ひ
と
り

に
、
こ
の
35
歳
と
い
う
年
で
祭
り
を
担
う
意
味

を
説
明
し
て
い
き
ま
し
た
。
気
づ
く
と
一
人
が

手
を
差
し
の
べ
て
く
れ
、
ま
た
一
人
、
そ
し

て
、
ま
た
一
人
と
協
力
者
が
増
え
て
い
き
、
協

力
者
の
み
ん
な
が
こ
の
想
い
を
S
N
S
で
シ
ェ

ア
し
て
く
れ
た
結
果
、
準
備
期
間
か
ら
祭
り
当

日
ま
で
50
人
近
く
の
同
級
生
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
き
、
担
当
期
の
役
割
を
担
い
果
た
せ
る

だ
け
の
協
力
を
得
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
祭
り
が
終
わ
っ
た
時
、
同
級
生
の
み
ん
な
が

「
楽
し
か
っ
た
！
あ
り
が
と
う
！
」
と
言
っ
て

く
れ
た
こ
と
は
、
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
最

高
の
喜
び
と
、
最
高
の
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。

　

担
当
期
と
し
て
の
役
目
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
祭
り
で
集
っ
た
同
級
生
は
今
、
担
当
期
で

は
な
く
四
十
二
期
と
し
て
ま
た
少
し
ず
つ
集
ま

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
祭
り

と
い
う
き
っ
か
け
で
紫
紺
に
集
い
協
力
し
合
っ

た
貴
重
な
経
験
が
そ
う
さ
せ
て
く
れ
た
と
思
っ

て
ま
す
。
こ
の
大
切
さ
を
紫
紺
会
の
先
輩
方
は

知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
担
当
期
に
そ

の
伝
統
を
紡
い
で
く
れ
て
い
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

　

改
め
て
、
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
の
元
年

で
あ
り
紫
紺
会
60
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年

に
、
飾
馬
奉
納
紫
紺
会
の
担
当
期
と
い
う
大
役

を
受
け
継
ぎ
、
次
の
代
に
渡
す
と
い
う
貴
重
な

経
験
・
体
験
を
頂
い
た
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１月26日

新春大同窓会
全国各地から約400人が出席した新春大同窓会。初の女性同窓会長に15期の長野
英子氏が就任した（熊本ホテルキャッスル）

紫紺経済同友会奨励賞授与式
在校生のボランティア活動など善行を
称え、毎年開催している奨励賞授与式
（ＡＮＡクラウンプラザホテル熊本
ニュースカイ）

３月２日

会報誌発行
オールカラーに変更し第１号の発行と
なった会報誌（通巻29号）。2018年に
おける同窓会の活動をまとめた

２月21日 ３月30日

花見の会
毎年恒例の春のお花見会。満開の桜を
見ながら先輩後輩でにぎやかに歓談し
た（山見茶屋）

紫紺年祝いの会
会員の古希や還暦などを祝う恒例行事
となっている年祝いの会（ＡＮＡクラ
ウンプラザホテル熊本ニュースカイ）

８月９日

青年部若手交流会
30期以降の若手同窓生が参加し仕事や
プライベート、例大祭など、さまざま
な情報交換をしながら交流を深めた。
当日は約50人が参加しビアガーデンを
楽しんだ（Garden 405）

６月15日

藤崎八旛宮秋季例大祭
「ドーカイ、ドーカイ！！」。威勢の良
い勢子たちの掛け声とラッパや太鼓な
どを鳴らしながら行進する例大祭。豊
田隆志隊長が率いる42期生が担当期と
なり、無事奉納を終えた

高校創立60周年祝賀会
関東や関西など全国各地から同窓生を
はじめ関係者約500人が出席した高校
創立60周年記念祝賀会。同祝賀会は紫
紺会が主管し開催した（ホテル日航熊
本）

10月10日

第５回はしご酒大会
2016年に発足した飲食紫紺会が毎年開
いているはしご酒。今回が第５回開催
となり、同窓生が経営する下通方面の
飲食店を回った

９月26日 11月16日

高校バドミントン部創部60周年祝賀会
バドミントン部ＯＢ会が開いた祝賀会。
関係者180人が出席した。ＯＢ会は新
年の初打ち会や部員の歓送迎会、夏季懇
親会など年間を通して活発な活動をして
いる（熊本ホテルキャッスル）

９月16日

写真で振り返る
紫紺会の一年
写真で振り返る
紫紺会の一年
（平成31年１月～
　　　　　令和元年 12 月）

最新ニュースは紫紺会の
ホームページやフェイス
ブックでご覧いただけます。
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60周年記念誌 応援広告協賛一覧　

　令和元年11月15日（水）の代表幹事会及び令和2年1月25日（土）の第26回通常総会において決算期の変更とそれに伴う会
則の変更が了承されましたのでお知らせいたします。内容は以下の通りです。
（１）従来の決算期1月－12月を4月－3月に変更する
（２）会則　第7章　第21条を変更する
　　（旧）本会の会計年度は毎年1月1日に始まり、12月31日を以って終る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　（新）本会の会計年度は毎年4月1日に始まり、3月31日を以って終る。
（３）1月末の「新春大同窓会」と同日開催の総会を6月末の「年祝いの会」と同日開催とする
　従来の決算期（1月ー12月）と総会（1月末開催）のスケジュールでは、決算作業が20日余りと短く、年末年始とも重なり財
務委員会の事務負担が大きく、監査日程の調整も困難を極めていたのが実情でした。しかし、総会に多くの会員の出席を頂きた
いという思いと会場の手配や経費のことを考えるとやむを得ない面もありました。
　そこで、今回の決算期（4月－3月）報告の総会を6月末開催の「年祝いの会」と同日開催とすることにしました。これによっ
て3ヶ月弱の作業時間を確保できると同時に、近年150名以上の会員に参加頂いている「年祝いの会」参加の会員の方々も参加
し易くなることが期待できます。

（１）は前年対比が困難になる等がありますが、ご了承下さい。（３）は会報誌「紫紺」に決算報告を掲載していますので、総会
終了後の印刷・配布となります。尚、今年度の会報誌「紫紺」（第30号）は予定通り5月初旬の配布を予定していますが、令和3
年度の会報誌「紫紺」（第31号）は8月頃の配布を予定しています。また、令和2年1月―3月期の決算報告と令和2年4月ー令和3
年3月期の決算報告を併せて掲載したいと思いますので、その点もご了承下さい。
　令和2年1月―3月期の決算報告は本年の「年祝いの会」と同時開催の通常総会にて報告致します。

　母校創立60周年を記念して編纂を進めてまいりました「熊本学園大学付属高等高校　ー六十年のあゆみー」が1月24日に発刊の運び
となりました。母校に対する熱い想いを寄稿して頂いた卒業生の皆様、編纂に協力頂いた関係者の皆様に心よりお礼申し上げます。ま
た、この記念誌の出来上がりを心待ちにして頂いた皆様に、予定より1ヶ月以上遅れての送付となりましたことをお詫び致します。
　60周年記念誌は寄稿をお寄せ頂いた方、記念誌の広告にご応募頂いた方、「紫紺の絆」寄付金にご賛同頂いた方、60周年記念祝賀会
にご出席頂いた方、そして、2019年度、2018年度の年会費をお納め頂いた皆様、紫紺会活動に尽力を頂いた方々を中心に無償で配布
させて頂いております。配布には万全を期しておりますが、年会費を収めているのに届いていない方がおられましたら、紫紺会事務局
にお問い合わせ下さいますようお願い申し上げます。
　60周年記念誌は、おかげさまでご好評いただいており、入手方法のお問い合わせも多数頂戴
していますので2019年度、2018年度の年会費未納の方でも、今年度の会費を納めた方、もし
くは下記の口座に3,000円を振り込んで頂いた方には無償で送付させて頂くことといたしまし
た。ただし、数に限りがございますので、在庫が無くなり次第終了とさせて頂きます。ご要望の
方は、お早めにお申し込み下さい。

ただし、これに伴い以下の点にご留意下さい。
　（１）令和2年1月ー3月が3ヶ月間の変則決算期となる
　（２）上記に伴い令和2年1月ー3月が長野会長・役員の
　　　　2期目となる
　（３）毎年5月初旬に配布を行っている会報誌「紫紺」の
　　　　配布が8月頃の配布となる

決算期の変更及び会則変更のお知らせ 60周年記念誌の送付について

振込先（ゆうちょ銀行）：紫紺会　０１７８０－２－１２８６５６
（ 口 座 記 号 ）

※郵便局にて卒期・お名前・住所を明記してお振込み下さい。
　ご不明な点等ございましたら、紫紺会事務局までお問い合わせ下さい。

（ 口 座 番 号 ）

ボート部OB会 紫紺艇友会 会員 御一同様
バドミントン部OB会 会員 御一同様
サッカー部OB会 紺友会 会員 御一同様
野球部OB会 会員 御一同様
弓道部OB会 紫紺弓遊会 会員 御一同様
剣道部OB会 紫剣会 会員 御一同様
東京紫紺会 会員 御一同様
紫紺会 関西支部 会員 御一同様
天草紫紺会 会員 御一同様
阿蘇南部紫紺会 会員 御一同様
紫紺会御船支部 会員 御一同様
紫紺会甲佐支部 会員 御一同様
飾り馬奉納紫紺会 会員 御一同様
宅建紫紺会 会員 御一同様
熊本警察紫紺会 会員 御一同様
紫紺経済同友会 会員 御一同様
熊本JC紫紺会 会員 御一同様
飲食紫紺会 会員 御一同様
熊本第一信用金庫 紫紺会 会員 御一同様
1期会 会員 御一同様
2期会 会員 御一同様
商大付属39会（3期会） 会員 御一同様
7期会 会員 御一同様
15期会 会員 御一同様
19期会 会員 御一同様
22期会 会員 御一同様
24期会 会員 御一同様
35期会 会員 御一同様
25期＆26期＆36期 会員 御一同様
日の丸産業 株式会社　1期 奥村 拓司様
オートバックス浜線　1期 森川 崇照様
株式会社 コクユー　1期 濵　國之様
株式会社 コクユー　1期 立川 惠之助様
内原 中 司法書士事務所　1期 内原　中様
株式会社 小竹組　1期 大堂 友一郎様
株式会社 ナチュラルライフ三輪　1期 三輪 浩章様
株式会社 貝島商店　1期 貝島 博信様

株式会社 勝本工務店　2期 勝本 純史様
医療法人社団 金森会　2期 金森 正周様
（医）滄溟会介護老人保健施設
　　　　　　ケアビレッジ箱根崎　2期 中原 紘嗣様
B-Smile　2期 黒木 繁紀様
株式会社 村田自動車　3期 村田 誠一様
株式会社 古木常七商店　3期 古木 勝行様
熊本県ハンドボール協会　3期 井手 和洋様
有限会社 トラスト林　3期 林　幸徳様
東亜シルク 株式会社　4期 長野 和男様
和食 郷土料理 はや川　4期 早川　誠様
上林工業 株式会社　4期 上林 節郎様
株式会社 OKビル管理　4期 白石 達也様
個人応援広告　4期 荒木 英行 様
松本実業 株式会社　5期 松本　繁様
原田写真場　5期 原田 邦博様
株式会社 ＥＳＰ　5期 永野 明俊様
インプラントセンター・九州　5期 中村 社綱様
個人応援広告　5期 原武 博之様
高砂わた 株式会社　5期 工藤　博様
株式会社 前田産業　6期 木村 洋一郎様
熊本トヨペット株式会社　6期 齊藤 直信様
九機工業 株式会社　6期 梨子木 和秀様
株式会社 ナガエ　6期 中村　昭様
株式会社 キクタシューズ　7期 菊田 廣文様
株式会社 熊本駅構内タクシー　7期 稲葉 伸一郎様
阿蘇動物病院　7期 小嶋 維男様
合名会社 勧業館食堂　7期 坂本 隆憲様
株式会社 TAKEMATSU　7期 武末 博司様
国土緑化 株式会社　8期 堺　亜流様
株式会社 やまびこ旅館　8期 武田 秀二様
吹田市議会議員　8期 木村　裕様
つむぎ屋　8期 前園　潮様
株式会社ファーマダイワ　8期 岡山 善郎様
個人応援広告　8期 林　俊晴・和田 信一様
有限会社むつみ建設工業　9期 井上 公彦様
社会福祉法人小天保育園　9期 國友　龍様

株式会社エコーインストラクション　9期 中川 信三様
株式会社一畳屋　9期 亀井 伸生様
株式会社明和不動産　10期 川口 雄一郎様
株式会社キャップ　10期 金子 勝之様
杉島土地家屋調査士事務所　10期 杉島 龍市様
個人応援広告　10期 吉松 淳次様
株式会社熊本ホテルキャッスル　10期 岩田 憲二様
ビストロ華麗亭　10期 宇都宮 力様
佳山　10期 山野 康也様
広町山本屋食堂　10期 山本 徳光様
株式会社静岡塗装組　11期 木下　顕様
Kochan beefcurry　11期 緒方 公博様
自家焙煎珈琲しゃらん　11期 舩元 優二様
九研工業株式会社　11期 佐藤 秀敏様
社会福祉法人誠求社　12期 松浦 四郎様
篠原・吉田保険事務所　12期 篠原 聡一郎様
有限会社三和葬祭　12期 西山 惠生様
手取天満宮　12期 臼杵 和孝様
宗教法人河尻神宮　12期 宮川 經宣様
資産総合鑑定株式会社　12期 西川 毅彦様
有限会社達裕　13期 吉本 裕名様
株式会社こざき　13期 古﨑 正敏様
ブリッツ株式会社　13期 財津 永次郎様
田上自動車株式会社　13期 田上 洋一様
日本心理学会認定心理士　13期 河添 博幸様
BAR Thank　13期 東谷口 一雄様
有限会社大﨑不動産管理　13期 大﨑 裕康様
株式会社みた商事　13期 箕田 高明様
武田松香園茶舗　13期 武田 康男様
かみとおり上妻亭　13期 上妻 利夫様
株式会社サック経営労務センター　14期 平木 邦昭様
個人応援広告　14期 榎　主税様
益城町津森神宮　14期 甲斐 喜三男様
熊本東部青果株式会社　14期 岩田 幸治様
有限会社岩村建設　14期 岩村　弘様
天草ハイヤ丸尾會　15期 金澤 一弘様
大同スマイル保育園　15期 長野 英子 様

医療法人恵浩会家入整形外科　15期 家入 浩一様
ECO九州ツーリスト合同会社　15期 寺崎　彰様
駅前角打ち酒屋徳永酒店　15期 徳永 龍磨様
社会福祉法人高森町社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　　　　15期 佐藤 武文様
ドゥブルベー　15期 島村 昌宏様
馬刺し・和牛乃 栗山屋　15期 栗山 伸也様
株式会社大成アフェクション　15期 冨田　伸様
中華居酒屋「好好」ハオハオ　15期 南　明様
有限会社パワーズ酒とめしRIKI　15期 藤澤 征士郎様
熊本田迎郵便局　15期 山本 宣房様
篠原・吉田保険事務所　15期 吉田 敏郎様
クラフト・ワン株式会社 丸尾焼　15期 金澤 一弘様
個人応援広告　15期 米村 福美様
個人応援広告　15期 由利 信子様
個人応援広告　15期 前田 記代子様
個人応援広告　15期 笹路 久美子様
個人応援広告　15期 上妻 ルミ･今池 麻由美様
個人応援広告　15期 龍口 昌弘様
個人応援広告　15期 村田 靖弘様
紫紺会 事務局長　15期 村上 康彦様
紫紺会 会長 長野英子　15期 長野 英子 様
株式会社木村　16期 木村 光男様
熊本大同青果株式会社　16期 月田 求仁敬様
ANTIQUE HOUSE　16期 野尻 弘子様
リテールサポート　16期 村田 敬治郎様
上村元三商店　16期 上村 元三様
株式会社夢工場　16期 徳永 雅三様
黒木忍の店　16期 黒木　忍様
菊陽自動車学校･熊本南自動車学校　17期 野上　武様
株式会社十二工務店　17期 前田　忍様
木村電機株式会社　17期 木村 寿宏様
税理士法人スマイル・ベストパートナーズ
　　　　　　　　　　　　　　　　17期 林　秀俊様
株式会社ソニックジャパン　17期 吉﨑 晴夫様
株式会社東明開発　17期 西釜 博文様
株式会社南栄開発　17期 斉藤　忠様
秋津郵便局　17期 馬原　隆様
高森石油合名会社　17期 田代 靖人様
熊本大同青果 株式会社　18期 月田 潔孝様
株式会社みらい　18期 中島 德二様
有限会社アーバン・ビルド　18期 乙丸 幸也様
甲佐町やな場・熊本県甲佐町役場　18期 奥名 克美様
株式会社ジョー・スマイル　18期 前川 浩幸様
㈲九州松栄産業しょうぶ苑グループ
　　　　　　　　　　　　 　　　18期 志水 和幸様
株式会社ライフパートナーズ熊本FA営業所
　　　　　　　　　　　　　　 18期 河﨑 由紀夫様
魚幸　18期 都甲 憲治様
キャサリン’sBAR　19期 藤本 清美様
株式会社アドルーム　19期 小野 健次様
有限会社創都設計コンサルタント　19期 園田 敏則様
株式会社ミユキコーポレーション　19期 吉村 浩之様
水前寺駅前郵便局　19期 下村 誠次郎様
あくたがわ仏壇漆器店　19期 芥川 晴光様
ダイキン工業株式会社　19期 今井 達也様
沖電気工業株式会社　19期 内尾 公生様
三球電機株式会社 宮崎営業所　19期 宮田 俊彦様
個人応援広告＆サンロワール
　　　　　　　　19期 佐藤 美智恵・吉本 富美世様
個人応援広告　19期 勇　聡様
個人応援広告　19期 米光 隆様
個人応援広告　19期 橋本 泰様
個人応援広告　19期 森田 靖也様
個人応援広告　19期 上坂 尚子様

個人応援広告　19期 城戸 眞紀様
個人応援広告　19期 大倉 都美様
個人応援広告　19期 伊津野 浩様
個人応援広告　19期 小田 勝也様
株式会社南條商店　20期 南條 剛士様
株式会社エス・エス齊藤　20期 齊藤 誠治様
株式会社山十　21期 佐藤 隆信様
料理方秘神の水　21期 松村 健司様
熊本信用金庫　21期 吉弘 健二様
合同会社KOB　21期 大坂 良司様
個人応援広告　21期 中山 貴夫様
個人応援広告　21期 大茂 竜二様
個人応援広告　21期 田尻 祐充子様
こめ＆葡萄　22期 八ッ波 美和子様
ひかりグループ第一交通タクシー　22期 寺本 光秀様
株式会社活誠　22期 喜讀 宣友様
株式会社T.F.K 熊本支店　22期 安藤 栄朗様
株式会社ヒューマン・スパーク　22期 山本 洋喜様
有限会社ミューズプランニング　22期 藤井 宥貴子様
一般財団法人杏仁会　23期 三浦　勲様
有限会社石彫 田尻　23期 田尻 晋哉様
合資会社千歳農園　23期 渕上 健二様
おべんとう円の家　24期 西岡 ゆかり様
株式会社スエトミ　24期 末富 仁美様
ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ　
　　　　　　　　　　　　　 　　24期 古閑 正一様
司会業　24期 木下 知香様
Amoshi　24期 島本 賢治様
COULEUR　24期 富重 和之様
個人応援広告　24期 森山 希倫子様
個人応援広告　24期 吉川 久美様
ソニー生命保険株式会社　25期 鶴浜　裕様
有限会社東肥緑地建設　25期 中村 亮彦様
旭タクシー株式会社　25期 赤池 憲悟様
アイ・ウッド株式会社　25期 中嶋 宏佳様
株式会社建剛社　25期 青木 秀夫様
株式会社野田鉄工所　25期 野田 和信様
東京エレクトロン九州株式会社　25期 林　伸一様
株式会社ミヤムラ　25期 宮村 宜明様
ユーエリアデザイン株式会社　25期 後藤 正信様
緒方写真企画　25期 緒方 俊生様
コガ開発　25期 古閑 之人様
有限会社松屋本館　25期 西上 佳孝様
ファンシステム株式会社　25期 桑原 幸津江様
株式会社すまい工房　26期 小山 憲治様
有限会社上商 上妻八百屋　26期 上妻 利昌様
個人応援広告　26期 中村 友哉様
個人応援広告　26期 高野 佐知子様
Shanti　26期 古閑 知子様
ECS通訳翻訳司会　入江真奈美　26期 入江 真奈美様
松本実業株式会社　27期 松本 景介様
ネッツトヨタ熊本株式会社　27期 井上 雄一朗様
とみなが紙工　27期 富永 徹裕様
個人応援広告　27期 鈴木 浩二様
株式会社やすだホーム　28期 保田 静治様
有限会社さくらゼミナール　28期 田尻 一博様
松村海運有限会社　29期 松村 和彦様
有限会社清友企画　29期 宮前 昌幸様
株式会社愛住宅　29期 前田 年哉様
ファッション専科紳友　29期 桃井 隆光様
メットライフ生命保険株式会社　29期 藤本 博之様
アフラック募集代理店長嶺南　29期 田上 明裕様
有限会社ムラユキ電器　30期 村上 隆史様
有限会社間林染工場　30期 間林　修様
瑞鷹株式会社　30期 吉村 謙太郎様

（学）立志学園 九州中央リハビリテーション学院
　　　　　　　　　　　　　 　30期 志垣 伸太郎様
土地家屋調査士島田祐樹事務所　30期 島田 祐樹様
株式会社トラスト･アンド･フィーリングス
　　　　　　　　　　　　　　 　31期 久保 貴資様
エース産業株式会社　31期 出先 教明様
メットライフ生命保険株式会社　31期 池本 哲二様
株式会社入江タクシー　31期 入江 展史様
有限会社アーバン　31期 鎌田　剛様
株式会社村田自動車　32期 村田 護親様
有限会社米村電気工事商会　32期 米村 和樹様
株式会社リアルサービス　32期 堤  泰之様
個人応援広告　32期 村田 護親様
松葉　33期 山口　競様
株式会社ツカサ創研　33期 渕田 宏志様
日の丸産業株式会社　33期 奥村 誠基様
個人応援広告　33期 村上 雄一様
株式会社サトウ　33期 佐藤　剛様 ・佐藤 健次様
医療法人社団金森会　33期 金森 周二様
株式会社有明楽器　34期 山本　剛様
熊本バレエ研究所　34期 白奥　薫様
株式会社明和不動産　34期 川口 圭介様
原田写真場　35期 原田 佳英様
有限会社アルファーシステムサービス
　　　　　　　　　　　　 　　　35期 伊波 啓太様
株式会社藤本物産　35期 藤本 尚之様
株式会社坂本食糧　35期 林　信介様
株式会社木村建設　36期 木村 賢正様
合名会社早川倉庫　36期 早川 祐三様
はたけ山　36期 畠山 武輝様
行政書士清水ヶ丘法務事務所　36期 松岡 和孝様
有限会社白鳩美容院　36期 戸田 泰輝 様
山見茶屋　36期 堀 健太郎様
個人応援広告　36期 吉冨 真寿美様
株式会社明和不動産　37期 川口 英之介様
㈱髙見商店・イスミ商事㈱　37期 髙見 智喜様
SPORTS BAR ゴング　37期 内田 雄也様
個人応援広告　37期 中牟田 祥友様
株式会社宮本輪業　38期 宮本 祐樹様
おてもやんラブグロス　39期 土本 順子様
京町法律事務所　40期 榎　崇文様
㈱地域情報センター「くまもと経済」
　　　　　　　　　　　　　　　40期 大島 栄祐様
ホテル日航熊本　41期 嶋村 拓二郎様
トヨダ体育教室　42期 豊田 隆志様
有限会社 やま弥　42期 野島 雄大様
創作Dining三五　43期 矢田 琢磨様
個人応援広告　43期 中牟田 佳昇様
一般社団法人フィールドワーク　44期 和田 彩花様
株式会社木村　46期 木村 寿孝様
キャサリン’sBAR　46期 黒木 真央様
グリーン薬局長嶺店　47期 今井 建郎様
個人応援広告　48期 上坂 旺子･萌子・暖子様
個人応援広告　50期 閑日奈子･津田万優子様
株式会社通宝 奨学会　塚田 一成様
有限会社ゆうしん 奨学会　麻生 伸一様
（医社）静澄会岩上眼科 奨学会　岩上 英一様
有限会社サンマルク 奨学会　岩松 一成様
株式会社ミカド科学産業 奨学会　北御門 宏昭様
株式会社七草堂 奨学会　今村 敦子様
株式会社善総 奨学会　清水 善大様
酒井労務管理事務所 奨学会　酒井 誉志様
株式会社 永大設備産業 奨学会　古賀 良子様
紫紺会･熊本学園大学付属高･中 教職 御一同様
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60周年記念誌 応援広告協賛一覧　

　令和元年11月15日（水）の代表幹事会及び令和2年1月25日（土）の第26回通常総会において決算期の変更とそれに伴う会
則の変更が了承されましたのでお知らせいたします。内容は以下の通りです。
（１）従来の決算期1月－12月を4月－3月に変更する
（２）会則　第7章　第21条を変更する
　　（旧）本会の会計年度は毎年1月1日に始まり、12月31日を以って終る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　（新）本会の会計年度は毎年4月1日に始まり、3月31日を以って終る。
（３）1月末の「新春大同窓会」と同日開催の総会を6月末の「年祝いの会」と同日開催とする
　従来の決算期（1月ー12月）と総会（1月末開催）のスケジュールでは、決算作業が20日余りと短く、年末年始とも重なり財
務委員会の事務負担が大きく、監査日程の調整も困難を極めていたのが実情でした。しかし、総会に多くの会員の出席を頂きた
いという思いと会場の手配や経費のことを考えるとやむを得ない面もありました。
　そこで、今回の決算期（4月－3月）報告の総会を6月末開催の「年祝いの会」と同日開催とすることにしました。これによっ
て3ヶ月弱の作業時間を確保できると同時に、近年150名以上の会員に参加頂いている「年祝いの会」参加の会員の方々も参加
し易くなることが期待できます。

（１）は前年対比が困難になる等がありますが、ご了承下さい。（３）は会報誌「紫紺」に決算報告を掲載していますので、総会
終了後の印刷・配布となります。尚、今年度の会報誌「紫紺」（第30号）は予定通り5月初旬の配布を予定していますが、令和3
年度の会報誌「紫紺」（第31号）は8月頃の配布を予定しています。また、令和2年1月―3月期の決算報告と令和2年4月ー令和3
年3月期の決算報告を併せて掲載したいと思いますので、その点もご了承下さい。
　令和2年1月―3月期の決算報告は本年の「年祝いの会」と同時開催の通常総会にて報告致します。

　母校創立60周年を記念して編纂を進めてまいりました「熊本学園大学付属高等高校　ー六十年のあゆみー」が1月24日に発刊の運び
となりました。母校に対する熱い想いを寄稿して頂いた卒業生の皆様、編纂に協力頂いた関係者の皆様に心よりお礼申し上げます。ま
た、この記念誌の出来上がりを心待ちにして頂いた皆様に、予定より1ヶ月以上遅れての送付となりましたことをお詫び致します。
　60周年記念誌は寄稿をお寄せ頂いた方、記念誌の広告にご応募頂いた方、「紫紺の絆」寄付金にご賛同頂いた方、60周年記念祝賀会
にご出席頂いた方、そして、2019年度、2018年度の年会費をお納め頂いた皆様、紫紺会活動に尽力を頂いた方々を中心に無償で配布
させて頂いております。配布には万全を期しておりますが、年会費を収めているのに届いていない方がおられましたら、紫紺会事務局
にお問い合わせ下さいますようお願い申し上げます。
　60周年記念誌は、おかげさまでご好評いただいており、入手方法のお問い合わせも多数頂戴
していますので2019年度、2018年度の年会費未納の方でも、今年度の会費を納めた方、もし
くは下記の口座に3,000円を振り込んで頂いた方には無償で送付させて頂くことといたしまし
た。ただし、数に限りがございますので、在庫が無くなり次第終了とさせて頂きます。ご要望の
方は、お早めにお申し込み下さい。

ただし、これに伴い以下の点にご留意下さい。
　（１）令和2年1月ー3月が3ヶ月間の変則決算期となる
　（２）上記に伴い令和2年1月ー3月が長野会長・役員の
　　　　2期目となる
　（３）毎年5月初旬に配布を行っている会報誌「紫紺」の
　　　　配布が8月頃の配布となる

決算期の変更及び会則変更のお知らせ 60周年記念誌の送付について

振込先（ゆうちょ銀行）：紫紺会　０１７８０－２－１２８６５６
（ 口 座 記 号 ）

※郵便局にて卒期・お名前・住所を明記してお振込み下さい。
　ご不明な点等ございましたら、紫紺会事務局までお問い合わせ下さい。

（ 口 座 番 号 ）

ボート部OB会 紫紺艇友会 会員 御一同様
バドミントン部OB会 会員 御一同様
サッカー部OB会 紺友会 会員 御一同様
野球部OB会 会員 御一同様
弓道部OB会 紫紺弓遊会 会員 御一同様
剣道部OB会 紫剣会 会員 御一同様
東京紫紺会 会員 御一同様
紫紺会 関西支部 会員 御一同様
天草紫紺会 会員 御一同様
阿蘇南部紫紺会 会員 御一同様
紫紺会御船支部 会員 御一同様
紫紺会甲佐支部 会員 御一同様
飾り馬奉納紫紺会 会員 御一同様
宅建紫紺会 会員 御一同様
熊本警察紫紺会 会員 御一同様
紫紺経済同友会 会員 御一同様
熊本JC紫紺会 会員 御一同様
飲食紫紺会 会員 御一同様
熊本第一信用金庫 紫紺会 会員 御一同様
1期会 会員 御一同様
2期会 会員 御一同様
商大付属39会（3期会） 会員 御一同様
7期会 会員 御一同様
15期会 会員 御一同様
19期会 会員 御一同様
22期会 会員 御一同様
24期会 会員 御一同様
35期会 会員 御一同様
25期＆26期＆36期 会員 御一同様
日の丸産業 株式会社　1期 奥村 拓司様
オートバックス浜線　1期 森川 崇照様
株式会社 コクユー　1期 濵　國之様
株式会社 コクユー　1期 立川 惠之助様
内原 中 司法書士事務所　1期 内原　中様
株式会社 小竹組　1期 大堂 友一郎様
株式会社 ナチュラルライフ三輪　1期 三輪 浩章様
株式会社 貝島商店　1期 貝島 博信様

株式会社 勝本工務店　2期 勝本 純史様
医療法人社団 金森会　2期 金森 正周様
（医）滄溟会介護老人保健施設
　　　　　　ケアビレッジ箱根崎　2期 中原 紘嗣様
B-Smile　2期 黒木 繁紀様
株式会社 村田自動車　3期 村田 誠一様
株式会社 古木常七商店　3期 古木 勝行様
熊本県ハンドボール協会　3期 井手 和洋様
有限会社 トラスト林　3期 林　幸徳様
東亜シルク 株式会社　4期 長野 和男様
和食 郷土料理 はや川　4期 早川　誠様
上林工業 株式会社　4期 上林 節郎様
株式会社 OKビル管理　4期 白石 達也様
個人応援広告　4期 荒木 英行 様
松本実業 株式会社　5期 松本　繁様
原田写真場　5期 原田 邦博様
株式会社 ＥＳＰ　5期 永野 明俊様
インプラントセンター・九州　5期 中村 社綱様
個人応援広告　5期 原武 博之様
高砂わた 株式会社　5期 工藤　博様
株式会社 前田産業　6期 木村 洋一郎様
熊本トヨペット株式会社　6期 齊藤 直信様
九機工業 株式会社　6期 梨子木 和秀様
株式会社 ナガエ　6期 中村　昭様
株式会社 キクタシューズ　7期 菊田 廣文様
株式会社 熊本駅構内タクシー　7期 稲葉 伸一郎様
阿蘇動物病院　7期 小嶋 維男様
合名会社 勧業館食堂　7期 坂本 隆憲様
株式会社 TAKEMATSU　7期 武末 博司様
国土緑化 株式会社　8期 堺　亜流様
株式会社 やまびこ旅館　8期 武田 秀二様
吹田市議会議員　8期 木村　裕様
つむぎ屋　8期 前園　潮様
株式会社ファーマダイワ　8期 岡山 善郎様
個人応援広告　8期 林　俊晴・和田 信一様
有限会社むつみ建設工業　9期 井上 公彦様
社会福祉法人小天保育園　9期 國友　龍様

株式会社エコーインストラクション　9期 中川 信三様
株式会社一畳屋　9期 亀井 伸生様
株式会社明和不動産　10期 川口 雄一郎様
株式会社キャップ　10期 金子 勝之様
杉島土地家屋調査士事務所　10期 杉島 龍市様
個人応援広告　10期 吉松 淳次様
株式会社熊本ホテルキャッスル　10期 岩田 憲二様
ビストロ華麗亭　10期 宇都宮 力様
佳山　10期 山野 康也様
広町山本屋食堂　10期 山本 徳光様
株式会社静岡塗装組　11期 木下　顕様
Kochan beefcurry　11期 緒方 公博様
自家焙煎珈琲しゃらん　11期 舩元 優二様
九研工業株式会社　11期 佐藤 秀敏様
社会福祉法人誠求社　12期 松浦 四郎様
篠原・吉田保険事務所　12期 篠原 聡一郎様
有限会社三和葬祭　12期 西山 惠生様
手取天満宮　12期 臼杵 和孝様
宗教法人河尻神宮　12期 宮川 經宣様
資産総合鑑定株式会社　12期 西川 毅彦様
有限会社達裕　13期 吉本 裕名様
株式会社こざき　13期 古﨑 正敏様
ブリッツ株式会社　13期 財津 永次郎様
田上自動車株式会社　13期 田上 洋一様
日本心理学会認定心理士　13期 河添 博幸様
BAR Thank　13期 東谷口 一雄様
有限会社大﨑不動産管理　13期 大﨑 裕康様
株式会社みた商事　13期 箕田 高明様
武田松香園茶舗　13期 武田 康男様
かみとおり上妻亭　13期 上妻 利夫様
株式会社サック経営労務センター　14期 平木 邦昭様
個人応援広告　14期 榎　主税様
益城町津森神宮　14期 甲斐 喜三男様
熊本東部青果株式会社　14期 岩田 幸治様
有限会社岩村建設　14期 岩村　弘様
天草ハイヤ丸尾會　15期 金澤 一弘様
大同スマイル保育園　15期 長野 英子 様

医療法人恵浩会家入整形外科　15期 家入 浩一様
ECO九州ツーリスト合同会社　15期 寺崎　彰様
駅前角打ち酒屋徳永酒店　15期 徳永 龍磨様
社会福祉法人高森町社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　　　　15期 佐藤 武文様
ドゥブルベー　15期 島村 昌宏様
馬刺し・和牛乃 栗山屋　15期 栗山 伸也様
株式会社大成アフェクション　15期 冨田　伸様
中華居酒屋「好好」ハオハオ　15期 南　明様
有限会社パワーズ酒とめしRIKI　15期 藤澤 征士郎様
熊本田迎郵便局　15期 山本 宣房様
篠原・吉田保険事務所　15期 吉田 敏郎様
クラフト・ワン株式会社 丸尾焼　15期 金澤 一弘様
個人応援広告　15期 米村 福美様
個人応援広告　15期 由利 信子様
個人応援広告　15期 前田 記代子様
個人応援広告　15期 笹路 久美子様
個人応援広告　15期 上妻 ルミ･今池 麻由美様
個人応援広告　15期 龍口 昌弘様
個人応援広告　15期 村田 靖弘様
紫紺会 事務局長　15期 村上 康彦様
紫紺会 会長 長野英子　15期 長野 英子 様
株式会社木村　16期 木村 光男様
熊本大同青果株式会社　16期 月田 求仁敬様
ANTIQUE HOUSE　16期 野尻 弘子様
リテールサポート　16期 村田 敬治郎様
上村元三商店　16期 上村 元三様
株式会社夢工場　16期 徳永 雅三様
黒木忍の店　16期 黒木　忍様
菊陽自動車学校･熊本南自動車学校　17期 野上　武様
株式会社十二工務店　17期 前田　忍様
木村電機株式会社　17期 木村 寿宏様
税理士法人スマイル・ベストパートナーズ
　　　　　　　　　　　　　　　　17期 林　秀俊様
株式会社ソニックジャパン　17期 吉﨑 晴夫様
株式会社東明開発　17期 西釜 博文様
株式会社南栄開発　17期 斉藤　忠様
秋津郵便局　17期 馬原　隆様
高森石油合名会社　17期 田代 靖人様
熊本大同青果 株式会社　18期 月田 潔孝様
株式会社みらい　18期 中島 德二様
有限会社アーバン・ビルド　18期 乙丸 幸也様
甲佐町やな場・熊本県甲佐町役場　18期 奥名 克美様
株式会社ジョー・スマイル　18期 前川 浩幸様
㈲九州松栄産業しょうぶ苑グループ
　　　　　　　　　　　　 　　　18期 志水 和幸様
株式会社ライフパートナーズ熊本FA営業所
　　　　　　　　　　　　　　 18期 河﨑 由紀夫様
魚幸　18期 都甲 憲治様
キャサリン’sBAR　19期 藤本 清美様
株式会社アドルーム　19期 小野 健次様
有限会社創都設計コンサルタント　19期 園田 敏則様
株式会社ミユキコーポレーション　19期 吉村 浩之様
水前寺駅前郵便局　19期 下村 誠次郎様
あくたがわ仏壇漆器店　19期 芥川 晴光様
ダイキン工業株式会社　19期 今井 達也様
沖電気工業株式会社　19期 内尾 公生様
三球電機株式会社 宮崎営業所　19期 宮田 俊彦様
個人応援広告＆サンロワール
　　　　　　　　19期 佐藤 美智恵・吉本 富美世様
個人応援広告　19期 勇　聡様
個人応援広告　19期 米光 隆様
個人応援広告　19期 橋本 泰様
個人応援広告　19期 森田 靖也様
個人応援広告　19期 上坂 尚子様

個人応援広告　19期 城戸 眞紀様
個人応援広告　19期 大倉 都美様
個人応援広告　19期 伊津野 浩様
個人応援広告　19期 小田 勝也様
株式会社南條商店　20期 南條 剛士様
株式会社エス・エス齊藤　20期 齊藤 誠治様
株式会社山十　21期 佐藤 隆信様
料理方秘神の水　21期 松村 健司様
熊本信用金庫　21期 吉弘 健二様
合同会社KOB　21期 大坂 良司様
個人応援広告　21期 中山 貴夫様
個人応援広告　21期 大茂 竜二様
個人応援広告　21期 田尻 祐充子様
こめ＆葡萄　22期 八ッ波 美和子様
ひかりグループ第一交通タクシー　22期 寺本 光秀様
株式会社活誠　22期 喜讀 宣友様
株式会社T.F.K 熊本支店　22期 安藤 栄朗様
株式会社ヒューマン・スパーク　22期 山本 洋喜様
有限会社ミューズプランニング　22期 藤井 宥貴子様
一般財団法人杏仁会　23期 三浦　勲様
有限会社石彫 田尻　23期 田尻 晋哉様
合資会社千歳農園　23期 渕上 健二様
おべんとう円の家　24期 西岡 ゆかり様
株式会社スエトミ　24期 末富 仁美様
ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ　
　　　　　　　　　　　　　 　　24期 古閑 正一様
司会業　24期 木下 知香様
Amoshi　24期 島本 賢治様
COULEUR　24期 富重 和之様
個人応援広告　24期 森山 希倫子様
個人応援広告　24期 吉川 久美様
ソニー生命保険株式会社　25期 鶴浜　裕様
有限会社東肥緑地建設　25期 中村 亮彦様
旭タクシー株式会社　25期 赤池 憲悟様
アイ・ウッド株式会社　25期 中嶋 宏佳様
株式会社建剛社　25期 青木 秀夫様
株式会社野田鉄工所　25期 野田 和信様
東京エレクトロン九州株式会社　25期 林　伸一様
株式会社ミヤムラ　25期 宮村 宜明様
ユーエリアデザイン株式会社　25期 後藤 正信様
緒方写真企画　25期 緒方 俊生様
コガ開発　25期 古閑 之人様
有限会社松屋本館　25期 西上 佳孝様
ファンシステム株式会社　25期 桑原 幸津江様
株式会社すまい工房　26期 小山 憲治様
有限会社上商 上妻八百屋　26期 上妻 利昌様
個人応援広告　26期 中村 友哉様
個人応援広告　26期 高野 佐知子様
Shanti　26期 古閑 知子様
ECS通訳翻訳司会　入江真奈美　26期 入江 真奈美様
松本実業株式会社　27期 松本 景介様
ネッツトヨタ熊本株式会社　27期 井上 雄一朗様
とみなが紙工　27期 富永 徹裕様
個人応援広告　27期 鈴木 浩二様
株式会社やすだホーム　28期 保田 静治様
有限会社さくらゼミナール　28期 田尻 一博様
松村海運有限会社　29期 松村 和彦様
有限会社清友企画　29期 宮前 昌幸様
株式会社愛住宅　29期 前田 年哉様
ファッション専科紳友　29期 桃井 隆光様
メットライフ生命保険株式会社　29期 藤本 博之様
アフラック募集代理店長嶺南　29期 田上 明裕様
有限会社ムラユキ電器　30期 村上 隆史様
有限会社間林染工場　30期 間林　修様
瑞鷹株式会社　30期 吉村 謙太郎様

（学）立志学園 九州中央リハビリテーション学院
　　　　　　　　　　　　　 　30期 志垣 伸太郎様
土地家屋調査士島田祐樹事務所　30期 島田 祐樹様
株式会社トラスト･アンド･フィーリングス
　　　　　　　　　　　　　　 　31期 久保 貴資様
エース産業株式会社　31期 出先 教明様
メットライフ生命保険株式会社　31期 池本 哲二様
株式会社入江タクシー　31期 入江 展史様
有限会社アーバン　31期 鎌田　剛様
株式会社村田自動車　32期 村田 護親様
有限会社米村電気工事商会　32期 米村 和樹様
株式会社リアルサービス　32期 堤  泰之様
個人応援広告　32期 村田 護親様
松葉　33期 山口　競様
株式会社ツカサ創研　33期 渕田 宏志様
日の丸産業株式会社　33期 奥村 誠基様
個人応援広告　33期 村上 雄一様
株式会社サトウ　33期 佐藤　剛様 ・佐藤 健次様
医療法人社団金森会　33期 金森 周二様
株式会社有明楽器　34期 山本　剛様
熊本バレエ研究所　34期 白奥　薫様
株式会社明和不動産　34期 川口 圭介様
原田写真場　35期 原田 佳英様
有限会社アルファーシステムサービス
　　　　　　　　　　　　 　　　35期 伊波 啓太様
株式会社藤本物産　35期 藤本 尚之様
株式会社坂本食糧　35期 林　信介様
株式会社木村建設　36期 木村 賢正様
合名会社早川倉庫　36期 早川 祐三様
はたけ山　36期 畠山 武輝様
行政書士清水ヶ丘法務事務所　36期 松岡 和孝様
有限会社白鳩美容院　36期 戸田 泰輝 様
山見茶屋　36期 堀 健太郎様
個人応援広告　36期 吉冨 真寿美様
株式会社明和不動産　37期 川口 英之介様
㈱髙見商店・イスミ商事㈱　37期 髙見 智喜様
SPORTS BAR ゴング　37期 内田 雄也様
個人応援広告　37期 中牟田 祥友様
株式会社宮本輪業　38期 宮本 祐樹様
おてもやんラブグロス　39期 土本 順子様
京町法律事務所　40期 榎　崇文様
㈱地域情報センター「くまもと経済」
　　　　　　　　　　　　　　　40期 大島 栄祐様
ホテル日航熊本　41期 嶋村 拓二郎様
トヨダ体育教室　42期 豊田 隆志様
有限会社 やま弥　42期 野島 雄大様
創作Dining三五　43期 矢田 琢磨様
個人応援広告　43期 中牟田 佳昇様
一般社団法人フィールドワーク　44期 和田 彩花様
株式会社木村　46期 木村 寿孝様
キャサリン’sBAR　46期 黒木 真央様
グリーン薬局長嶺店　47期 今井 建郎様
個人応援広告　48期 上坂 旺子･萌子・暖子様
個人応援広告　50期 閑日奈子･津田万優子様
株式会社通宝 奨学会　塚田 一成様
有限会社ゆうしん 奨学会　麻生 伸一様
（医社）静澄会岩上眼科 奨学会　岩上 英一様
有限会社サンマルク 奨学会　岩松 一成様
株式会社ミカド科学産業 奨学会　北御門 宏昭様
株式会社七草堂 奨学会　今村 敦子様
株式会社善総 奨学会　清水 善大様
酒井労務管理事務所 奨学会　酒井 誉志様
株式会社 永大設備産業 奨学会　古賀 良子様
紫紺会･熊本学園大学付属高･中 教職 御一同様



　この度の母校創立60周年記念事業には同窓会や高校の関係者様に多大なるご支援とご協力をいただき、誠に
ありがとうございました。
　高校側と協議しながら新設した「紫紺の絆 寄付金」に関しては同窓生の方々に多数のお申し込みをいただき、
寄付金は生徒たちがいつでも自由に使えるよう、中学・高校のラウンジにパソコンを設置いただいております。
また、昨年９月21日には当委員会と紫紺会青年部が中心となり、「60周年を機に母校へ感謝の気持ちを表した
い」との思いから若手約30人で高校の窓ふきを実施、続く９月26日に開催されました60周年記念式典・シンポジ
ウム・コンサート・祝賀会の各行事も無事に終了し、祝賀会は紫紺会が主管となり当日までの準備や運営を担い、

60年の歴史を知り、新時代の    令和につなぐ 高校創立60周年記念行事　2019.9.26

　残暑が残る秋晴れの中、熊本学園大学付属高校の創立60周年記念行
事が2019年9月26日に挙行されました。当日は午前9時半から熊本市
中央区大江2丁目の同校体育館で記念式典を開催。高校と同窓会の関
係者らが集まり、静粛な雰囲気の中、節目の式典は終了し、続いて午前
11時からは記念シンポジウムに移り、同校元副校長の西本一生さん（7
期）をコーディネーターに長野英子さん（15期・紫紺会長）、西村友作さ
ん（32期・中国対外経済貿易大学教授）、杉本麻美さん（44期・JOHO熊
本総合病院医師）が登壇。「学付の現在・過去そして -未来」をテーマに
情報、意見交換をしました。
　午後の部では、1時半から熊本県立劇場コンサートホール（熊本市中
央区大江2丁目）に会場を移し、記念コンサートを開催。世界を舞台
に活躍するウクライナ出身のダラス・デムチシンさんを指揮者に迎え、
同校卒業生を含む総勢46人の60周年記念オーケストラが楽曲を演奏
したほか、同校在校生との合同演奏も披露し、美しいメロディーが会
場を魅了しました。
　その後、午後7時からはホテル日航熊本（熊本市中央区上通町）で60
周年記念行事を締めくくる祝賀会を開催。遠くは関西や東京紫紺会か
らの来場があり、総勢約500人が顔をそろえました。祝賀会では堤豊
校長による主催者あいさつ、坂本哲志衆議院議員（8期）、幸田亮一熊本
学園大学長による来賓祝辞に続いて、長野英子紫紺会長の音頭で祝宴
に移り、久しぶりに再会する同窓生同士で旧交を温めたり、在校生当
時の恩師と歓談したりしながら、にぎやかに歓談する姿が各所で見ら
れました。また最後は出席者全員で校歌を斉唱した後、目黒純一（学）
熊本学園理事長による中締めで、盛会のうちに会は幕を閉じました。

▲高校や同窓会関係者らが出席し、静粛な雰囲気の中に開かれた記念式典 ▲紫紺会の歴代会長や現在の役員らも多数出席

目黒純一理事長 久保貴資奨学会長

小野泰輔熊本県副知事 生徒代表であいさつする
2年生の酒井清士郎さん

「学付の現在・過去そして -未来」
をテーマに情報、意見交換をした
記念シンポジウム ▶

◀ シンポジウムに登壇した（左から）西村友作さん、
西本一生さん、長野英子さん、杉本麻美さん

記念式典

シンポジウム

コンサート

▲ 記念コンサートでは60
周年記念オーケストラが
楽曲を演奏したほか、高
校在校生との合同演奏も
披露された

◀ 世界を舞台に活躍する
ウクライナ出身の指揮者
ダラス・デムチシンさん

▲ 総勢500人が出席した祝賀会。遠くは東京紫紺会からの参加もあった

▲ 会場内に飾られたGAKUFUの制服▲ 司会を務めた藤本愛英さん（左、35期）
と後藤祐太さん（42期）

幸田亮一学長 坂本哲志衆議院議員

▲ 笑顔で写真に納まる歴代校長先生や元教員、
現役の先生たち

▲旧交を温める大先輩の１期生 ▲ 松本悦子先生（左から２人目）を囲んで
15期同窓生らで

祝 賀会

60周年実行委員長　　木村　光男 （16期）

県内外から関係者約500人にお集まりいただきま
した。一方、60周年記念誌の発行に関しては当
委員会と広報・情報委員会で編集作業を進め、去
る今年１月24日に本会初の周年記念誌として発
刊しました。本誌にも同窓生の皆さまから多数
の広告を協賛いただき、心から感謝申し上げます。
　最後に、これら一連の事業を土台に次の70周年
に向けて紫紺会をさらに活性化させるとともに
同窓会運営を確実に次世代へ引き継いでいくこ
とをお誓い申し上げて、ごあいさつとさせていた
だきます。

同窓会運営を確実に次世代へ
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2年生の酒井清士郎さん

「学付の現在・過去そして -未来」
をテーマに情報、意見交換をした
記念シンポジウム ▶

◀ シンポジウムに登壇した（左から）西村友作さん、
西本一生さん、長野英子さん、杉本麻美さん

記念式典

シンポジウム

コンサート

▲ 記念コンサートでは60
周年記念オーケストラが
楽曲を演奏したほか、高
校在校生との合同演奏も
披露された

◀ 世界を舞台に活躍する
ウクライナ出身の指揮者
ダラス・デムチシンさん

▲ 総勢500人が出席した祝賀会。遠くは東京紫紺会からの参加もあった

▲ 会場内に飾られたGAKUFUの制服▲ 司会を務めた藤本愛英さん（左、35期）
と後藤祐太さん（42期）

幸田亮一学長 坂本哲志衆議院議員

▲ 笑顔で写真に納まる歴代校長先生や元教員、
現役の先生たち

▲旧交を温める大先輩の１期生 ▲ 松本悦子先生（左から２人目）を囲んで
15期同窓生らで

祝 賀会

60周年実行委員長　　木村　光男 （16期）

県内外から関係者約500人にお集まりいただきま
した。一方、60周年記念誌の発行に関しては当
委員会と広報・情報委員会で編集作業を進め、去
る今年１月24日に本会初の周年記念誌として発
刊しました。本誌にも同窓生の皆さまから多数
の広告を協賛いただき、心から感謝申し上げます。
　最後に、これら一連の事業を土台に次の70周年
に向けて紫紺会をさらに活性化させるとともに
同窓会運営を確実に次世代へ引き継いでいくこ
とをお誓い申し上げて、ごあいさつとさせていた
だきます。

同窓会運営を確実に次世代へ

SHIKON №30 1213
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る
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ち
！！
〜
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父
が
熊
本
で
日
本
料
理
店
を
営
ん
で

い
た
事
も
あ
り
、
小
さ
い
頃
か
ら
手
伝

い
な
ど
を
し
て
い
る
う
ち
に
自
然
と
料

理
が
好
き
に
な
り
こ
の
道
を
志
し
ま
し

た
、
こ
の
前
、
恩
師
に
見
せ
て
も
ら
っ

た
ん
で
す
が
、
小
学
生
の
時
の
卒
業
文

集
に
将
来
の
夢
は
「
料
理
人
に
な
る
」

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
（
笑
い
）。

　
「
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
何
の
世
界

で
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
好
き
で

興
味
の
あ
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
と
な
か
な

か
続
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
熊
本
学
園

大
付
属
高
校
時
代
は
野
球
部
で
３
年
間

汗
を
流
し
、
先
輩
後
輩
の
縦
の
つ
な
が

り
、
同
級
生
の
横
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
学
び
、
根
性
も
つ
い
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
高
校
卒
業
後
、
神
戸
市
に
あ

る
有
馬
温
泉
の
㈱
中
の
坊
で
料
理
修
行

が
始
ま
り
ま
し
た
、
右
も
左
も
分
か
ら

な
い
世
界
に
入
り
大
変
で
し
た
が
、
高

校
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
と
持
ち
前
の
明

る
さ
で
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

有
馬
温
泉
か
ら
川
西
、
大
阪
と
14
年

間
修
行
を
し
、
32
歳
か
ら
５
年
間
、
仙

台
の
秋
保
温
泉
の
蘭
亭
料
理
長
を
務

め
、
37
歳
で
湯
村
温
泉
佳
泉
郷
井
づ
つ

や
の
総
料
理
長
に
な
り
、
20
年
目
を
迎

え
ま
す
。
そ
の
間
に
テ
レ
ビ
番
組
「
料

理
の
鉄
人
」「
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」

な
ど
に
出
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
専
門

学
校
講
師
や
高
校
の
講
師
な
ど
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
海
外
に
日
本
食
の
普
及

に
行
く
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
表
彰
も
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

令
和
元
年
春
に
は
黄
綬
褒
章
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

こ
れ
も
初
心
を
忘
れ
ず
に
こ
の
道
一

筋
に
が
ん
ば
っ
て
き
た
こ
と
と
師
匠
や

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
の
力
添

え
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
お
客
さ
ま
に
美
味
し
い
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
日
本
料
理
を
考
え
作
っ
て
い

き
、
若
い
料
理
人
の
育
成
も
し
っ
か
り

や
り
な
が
ら
将
来
の
料
理
長
を
育
て
、

自
分
自
身
も
も
っ
と
も
っ
と
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

日
本
料
理
の
世
界
は
「
出
発
点

あ
っ
て
も
終
着
点
は
な
い
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
生
が
勉
強
で

す
。
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て

努
力
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
一
生
勉
強
」感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て

「
一
生
勉
強
」感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て

兵
庫
県
湯
村
温
泉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

佳
泉
郷
井
づ
つ
や
総
料
理
長　
　
　

日
本
料
理
人　

井
上　

明
彦
（
21
期
）

ロ
ー
カ
ル
タ
レ
ン
ト　
　
　
　
　

林
田　

雪
菜
（
49
期
）

zoom
up

　

肌
寒
く
感
じ
る
朝
の
清
々
し
さ
の
中
、

春
の
新
し
い
季
節
を
目
の
前
に
ふ
と
、

こ
れ
ま
で
様
々
な
選
択
を
し
て
今
の
仕

事
を
楽
し
く
で
き
て
い
る
自
分
を
振
り

返
る
と
、
そ
こ
に
は
熊
本
学
園
大
学
付

属
高
校
で
過
ご
し
た
３
年
間
の
「
自
由
」

な
校
風
が
と
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

　

ご
周
知
の
通
り
、
学
付
に
は
自
分
で

自
由
に
選
択
す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま

す
。
当
時
、
学
年
が
上
が
る
ご
と
に
細

か
く
分
か
れ
る
コ
ー
ス
、
体
育
の
授
業

で
の
種
目
の
ほ
か
、
授
業
以
外
の
修
学

旅
行
の
コ
ー
ス
の
選
択
に
至
る
ま
で

様
々
な
場
面
で
選
択
の
自
由
が
本
人
に

委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
自
由
な
校
風
を
心
地

よ
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、

そ
の
選
択
を
し
た
意
味
を
自
分
で
考
え
、

自
ら
の
選
択
に
対
し
て
の
責
任
が
う
ま

れ
、
結
果
、
私
の
人
生
に
お
け
る
「
選

択
す
る
自
由
と
責
任
」
の
意
味
を
教
え

て
く
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

高
校
３
年
生
の
時
、
自
分
の
中
で
の

ち
ょ
っ
と
し
た
興
味
が
き
っ
か
け
で
熊

本
の
タ
ウ
ン
情
報
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
担
任
の
先
生
は
、
そ
の
掲

載
号
を
発
売
当
日
に
購
入
し
て
い
た
だ

き
、
友
達
以
上
に
そ
の
紙
面
を
喜
ん
で

下
さ
い
ま
し
た
。
あ
の
時
の
、
私
も
思

わ
ず
笑
顔
に
な
っ
た
先
生
の
表
情
は
今

も
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
経
験
を
し
た
高
校
3
年
生
の
頃
の

私
は
、
将
来
の
夢
や
目
標
が
は
っ
き
り

決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
正
直
こ
の
「
ち
ょ
っ

と
し
た
興
味
」
か
ら
く
る
選
択
に
し
っ

か
り
と
し
た
理
由
は
も
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
に
一
緒
に
喜
ん
で

く
れ
た
先
生
や
友
人
の
表
情
や
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
を
見
た
瞬
間
、
私
は
「
こ
う
い

う
仕
事
が
し
た
い
！
」
と
強
く
感
じ
、

す
ぐ
に
先
生
に
相
談
を
し
ま
し
た
。
す

る
と
先
生
は
「
林
田
に
は
こ
う
い
う
仕

事
が
向
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
い

い
ぞ
、
応
援
す
る
ぞ
」
と
い
う
力
強
い

言
葉
を
笑
顔
で
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
私
は
そ
の
時
に
よ
う
や
く
自
分
で

選
択
を
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
夢
、

目
標
が
見
つ
か
り
、
そ
こ
に
強
い
意
思

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
で
決

め
た
選
択
を
先
生
方
が
全
力
で
応
援
し

て
く
れ
た
お
か
げ
で
私
は
自
信
を
も
っ

て
そ
の
道
を
突
き
進
む
こ
と
が
で
き
ま

【
職
歴
】

・
昭
和
56
年　

有
馬
温
泉
㈱
中
の
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
18
歳
〜
26
歳
）

・
平
成
１
年　

大
阪
割
烹
鶴
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
26
歳
〜
32
歳
）

・
平
成
７
年　

仙
台
秋
保
温
泉
㈲
翠
明
荘

　
　
　
　
　
　

蘭
亭　

調
理
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
32
歳
〜
36
歳
）

・
平
成
12
年　

兵
庫
県
湯
村
温
泉
佳
泉
郷
井
づ

　
　
　
　
　
　

つ
や
総
料
理
長

　
　
　
　
　
　
　
　

（
37
歳
〜
現
在
に
至
る
）

・
料
理
人
歴
・
・
・
38
年

【
役
職
】

・
㈱
井
筒
屋
（
佳
泉
郷
井
づ
つ
や
）
総
料
理
長

・
兵
庫
県
日
本
調
理
技
能
士
会
会
長
代
行

・
全
国
日
本
調
理
技
能
士
会
常
務
理
事

・
全
国
天
地
の
会
会
長
代
行

・
日
本
調
理
師
連
合
会
師
範　

・
職
業
訓
練
指
導
員

・
㈳
日
本
全
職
業
調
理
士
協
会
兵
庫
県
支
部
長

・
㈳
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
国
家
検
定
試
験
委
員

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
認
定

・
兵
庫
県
優
秀
技
能
者
（
技
能
顕
功
賞
）

・
ひ
ょ
う
ご
の
匠
認
定　

【
賞
・
資
格
】

・
昭
和
59
年
・
調
理
師
免
許
取
得

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
第
９
２
５
１
３
号　

・
平
成
10
年
・
調
理
技
能
士
免
許
取
得

　
　
　
　
　
　
　

日
料
第
７
２
５
７
号

・
平
成
11
年
・
通
産
大
臣
賞
受
賞

・
平
成
14
年
・
ひ
ょ
う
ご
の
匠
（
認
定
）

・
平
成
18
年
・
（
社
）
全
技
連
日
本
料
理

　
　
　
　
　
　

マ
イ
ス
タ
ー
（
認
定
）

・
平
成
19
年
・
兵
庫
県
技
能
顕
功
賞
受
賞

・
平
成
19
年
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
食
育

2019年秋の叙勲受章者
今年１月25日に開催した紫紺会の新春大同窓会
で叙勲受章者をステージで紹介した。左から梨子
木和秀さん、島田万里さん、西岡隆信さん、石﨑
公士さん

自動車運送事業振興功労
現（一社）熊本県タクシー協会会長

　路線バスがない離島への乗り合いタクシーの導入推
進や熊本市繁華街における違法駐停車問題の正常化に
広く寄与、熊本地震の際の地域住民の輸送など、熊本
の道路行政の整備に尽力

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
（
認
定
）

・
平
成
20
年
・
兵
庫
県
知
事
表
彰

・
平
成
21
年
・
兵
庫
県
知
事
感
謝
表
彰

・
平
成
21
年
・
全
国
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
日
本
料

　
　
　
　
　
　

理
部
門
第
１
位

　
　
　
　
　
　

厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞

・
平
成
22
年
・
卓
越
技
能
者　

現
代
の
名
工
認
定

　
　
　
　
　
　

厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞

・
平
成
30
年
・
日
本
食
普
及
の
親
善
大
使
に
農

　
　
　
　
　
　

林
水
産
省
よ
り
任
命

・
令
和
元
年
・
春
の
黄
綬
褒
章
受
章

【
そ
の
他
】

・
平
成
10
年
・
料
理
の
鉄
人
出
演

　
　
　
　
　
　

（
陳
建
一
氏
と
対
戦
）

・
平
成
12
年
・
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
５
カ
国
料

　
　
　
　
　
　

理
人
選
手
権
優
勝

・
そ
の
他　

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
出
演
多
数
有

・
兵
庫
栄
養
調
理
製
菓
専
門
学
校
、
神
戸
国
際
調

理
製
菓
専
門
学
校
、
兵
庫
県
立
社
高
校
、
兵
庫

県
立
香
住
高
校　

兵
庫
県
立
淡
路
高
校
、
姫

路
も
の
づ
く
り
体
験
館　

非
常
勤
講
師

自
由
と
選
択
が
支
え
る
今 

母
校
へ
の
感
謝

自
由
と
選
択
が
支
え
る
今 

母
校
へ
の
感
謝

し
た
。

　

そ
の
後
、
大
学
に
進
学
し
モ
デ
ル
の

仕
事
な
ど
を
経
験
し
た
の
ち
、
２
０
１

２
年
に
受
け
た
T
K
U
リ
ポ
ー
タ
ー
募

集
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
き
っ
か
け
に

「
T
K
U
若
っ
人
ラ
ン
ド
」
で
リ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
そ

し
て
、
リ
ポ
ー
タ
ー
の
仕
事
を
し
て
い

く
う
ち
に
、
こ
の
仕
事
が
私
の
大
好
き

だ
っ
た
学
付
の
校
風
と
似
た
「
自
由
と

責
任
」
の
あ
る
仕
事
だ
っ
た
こ
と
、
高

校
時
代
の
「
自
由
と
選
択
へ
の
学
び
」

が
支
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

自
分
で
様
々
な
シ
ー
ン
で
選
択
し
、
そ

の
発
想
や
考
え
を
も
と
に
取
材
や
ロ
ケ

を
進
め
、
ま
た
個
人
事
業
と
し
て
仕
事

を
し
て
い
る
た
め
、
仕
事
の
選
択
や
自

分
の
売
り
込
み
な
ど
、「
自
由
」
で
あ
る

か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
「
責
任
」
が
私
の

選
択
に
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
意
味

を
ま
さ
に
学
付
の
校
風
が
、
先
生
方
が

教
え
て
く
れ
て
い
た
こ
と
で
身
に
つ
い

て
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
８
年
間
を
楽

し
み
な
が
ら
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
出

来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
で
は
仕
事

の
幅
も
さ
ら
に
広
が
り
、
T
K
U
の
夕

方
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
熊
本
の
お
天
気

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
テ

レ
ビ
番
組
や
イ
ベ
ン
ト
の
司
会
な
ど
、

学
付
で
自
然
と
身
に
つ
い
た
「
責
任
の

あ
る
自
由
」
を
活
か
し
、
母
校
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
楽
し
み
な
が
ら
人
生
を
歩

ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
何
事
も
楽
し
み
な
が
ら
全

力
で
物
事
に
取
り
組
む
学
付
O
B
O
G

の
力
が
熊
本
を
、
全
国
を
、
世
界
を
盛

り
上
げ
、
皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
未
来

に
繋
が
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

いしざき ひと し

●旭日双光章　石﨑公士さん 75歳（３期）

建設業振興功労
現（一社）熊本県建設業協会副会長

　建設会館新築の時、囲いをギャラリーにして高校生
の絵画コンクールを開いたり、雇用改善促進大会の会
場で作業服のファッションショーを開催するなどの常
に新しいアイディアを生み出す。長年にわたり熊本県
建設業協会の発展に尽力

●旭日双光章　梨子木和秀さん 71歳（６期）
な し き かずひで

地方自治功労
元　熊本県商工観光労働部長

　熊本県庁では交通対策や広報、商工観光、土木など地域経済
にかかわる部署を歴任。県内中小企業の活性化発展に寄与、一
貫して熊本の地域振興に尽力

しま だ ま さと

●瑞宝小綬章　島田万里さん 71歳（６期）

国土交通行政事務功労
元　新東京空港事務所管制部長

　管制官が使う言語はすべて英語で、空域の状況を判断しなが
ら適切な指示をパイロットに伝えるという精神的負担の大きい
任務。国土交通行政事務に尽力

●瑞宝双光章　西岡隆信さん 74歳（３期）
にしおかたかのぶ
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父
が
熊
本
で
日
本
料
理
店
を
営
ん
で

い
た
事
も
あ
り
、
小
さ
い
頃
か
ら
手
伝

い
な
ど
を
し
て
い
る
う
ち
に
自
然
と
料

理
が
好
き
に
な
り
こ
の
道
を
志
し
ま
し

た
、
こ
の
前
、
恩
師
に
見
せ
て
も
ら
っ

た
ん
で
す
が
、
小
学
生
の
時
の
卒
業
文

集
に
将
来
の
夢
は
「
料
理
人
に
な
る
」

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
（
笑
い
）。

　
「
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
何
の
世
界

で
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
好
き
で

興
味
の
あ
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
と
な
か
な

か
続
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
熊
本
学
園

大
付
属
高
校
時
代
は
野
球
部
で
３
年
間

汗
を
流
し
、
先
輩
後
輩
の
縦
の
つ
な
が

り
、
同
級
生
の
横
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
学
び
、
根
性
も
つ
い
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
高
校
卒
業
後
、
神
戸
市
に
あ

る
有
馬
温
泉
の
㈱
中
の
坊
で
料
理
修
行

が
始
ま
り
ま
し
た
、
右
も
左
も
分
か
ら

な
い
世
界
に
入
り
大
変
で
し
た
が
、
高

校
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
と
持
ち
前
の
明

る
さ
で
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

有
馬
温
泉
か
ら
川
西
、
大
阪
と
14
年

間
修
行
を
し
、
32
歳
か
ら
５
年
間
、
仙

台
の
秋
保
温
泉
の
蘭
亭
料
理
長
を
務

め
、
37
歳
で
湯
村
温
泉
佳
泉
郷
井
づ
つ

や
の
総
料
理
長
に
な
り
、
20
年
目
を
迎

え
ま
す
。
そ
の
間
に
テ
レ
ビ
番
組
「
料

理
の
鉄
人
」「
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」

な
ど
に
出
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
専
門

学
校
講
師
や
高
校
の
講
師
な
ど
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
海
外
に
日
本
食
の
普
及

に
行
く
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
表
彰
も
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

令
和
元
年
春
に
は
黄
綬
褒
章
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

こ
れ
も
初
心
を
忘
れ
ず
に
こ
の
道
一

筋
に
が
ん
ば
っ
て
き
た
こ
と
と
師
匠
や

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
の
力
添

え
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
お
客
さ
ま
に
美
味
し
い
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
日
本
料
理
を
考
え
作
っ
て
い

き
、
若
い
料
理
人
の
育
成
も
し
っ
か
り

や
り
な
が
ら
将
来
の
料
理
長
を
育
て
、

自
分
自
身
も
も
っ
と
も
っ
と
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

日
本
料
理
の
世
界
は
「
出
発
点

あ
っ
て
も
終
着
点
は
な
い
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
生
が
勉
強
で

す
。
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て

努
力
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
一
生
勉
強
」感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て

「
一
生
勉
強
」感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て

兵
庫
県
湯
村
温
泉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

佳
泉
郷
井
づ
つ
や
総
料
理
長　
　
　

日
本
料
理
人　

井
上　

明
彦
（
21
期
）

ロ
ー
カ
ル
タ
レ
ン
ト　
　
　
　
　

林
田　

雪
菜
（
49
期
）

zoom
up

　

肌
寒
く
感
じ
る
朝
の
清
々
し
さ
の
中
、

春
の
新
し
い
季
節
を
目
の
前
に
ふ
と
、

こ
れ
ま
で
様
々
な
選
択
を
し
て
今
の
仕

事
を
楽
し
く
で
き
て
い
る
自
分
を
振
り

返
る
と
、
そ
こ
に
は
熊
本
学
園
大
学
付

属
高
校
で
過
ご
し
た
３
年
間
の
「
自
由
」

な
校
風
が
と
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

　

ご
周
知
の
通
り
、
学
付
に
は
自
分
で

自
由
に
選
択
す
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま

す
。
当
時
、
学
年
が
上
が
る
ご
と
に
細

か
く
分
か
れ
る
コ
ー
ス
、
体
育
の
授
業

で
の
種
目
の
ほ
か
、
授
業
以
外
の
修
学

旅
行
の
コ
ー
ス
の
選
択
に
至
る
ま
で

様
々
な
場
面
で
選
択
の
自
由
が
本
人
に

委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
自
由
な
校
風
を
心
地

よ
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、

そ
の
選
択
を
し
た
意
味
を
自
分
で
考
え
、

自
ら
の
選
択
に
対
し
て
の
責
任
が
う
ま

れ
、
結
果
、
私
の
人
生
に
お
け
る
「
選

択
す
る
自
由
と
責
任
」
の
意
味
を
教
え

て
く
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

高
校
３
年
生
の
時
、
自
分
の
中
で
の

ち
ょ
っ
と
し
た
興
味
が
き
っ
か
け
で
熊

本
の
タ
ウ
ン
情
報
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
担
任
の
先
生
は
、
そ
の
掲

載
号
を
発
売
当
日
に
購
入
し
て
い
た
だ

き
、
友
達
以
上
に
そ
の
紙
面
を
喜
ん
で

下
さ
い
ま
し
た
。
あ
の
時
の
、
私
も
思

わ
ず
笑
顔
に
な
っ
た
先
生
の
表
情
は
今

も
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
経
験
を
し
た
高
校
3
年
生
の
頃
の

私
は
、
将
来
の
夢
や
目
標
が
は
っ
き
り

決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
正
直
こ
の
「
ち
ょ
っ

と
し
た
興
味
」
か
ら
く
る
選
択
に
し
っ

か
り
と
し
た
理
由
は
も
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
に
一
緒
に
喜
ん
で

く
れ
た
先
生
や
友
人
の
表
情
や
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
を
見
た
瞬
間
、
私
は
「
こ
う
い

う
仕
事
が
し
た
い
！
」
と
強
く
感
じ
、

す
ぐ
に
先
生
に
相
談
を
し
ま
し
た
。
す

る
と
先
生
は
「
林
田
に
は
こ
う
い
う
仕

事
が
向
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
い

い
ぞ
、
応
援
す
る
ぞ
」
と
い
う
力
強
い

言
葉
を
笑
顔
で
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
私
は
そ
の
時
に
よ
う
や
く
自
分
で

選
択
を
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
夢
、

目
標
が
見
つ
か
り
、
そ
こ
に
強
い
意
思

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
で
決

め
た
選
択
を
先
生
方
が
全
力
で
応
援
し

て
く
れ
た
お
か
げ
で
私
は
自
信
を
も
っ

て
そ
の
道
を
突
き
進
む
こ
と
が
で
き
ま

【
職
歴
】

・
昭
和
56
年　

有
馬
温
泉
㈱
中
の
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
18
歳
〜
26
歳
）

・
平
成
１
年　

大
阪
割
烹
鶴
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
26
歳
〜
32
歳
）

・
平
成
７
年　

仙
台
秋
保
温
泉
㈲
翠
明
荘

　
　
　
　
　
　

蘭
亭　

調
理
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
32
歳
〜
36
歳
）

・
平
成
12
年　

兵
庫
県
湯
村
温
泉
佳
泉
郷
井
づ

　
　
　
　
　
　

つ
や
総
料
理
長

　
　
　
　
　
　
　
　

（
37
歳
〜
現
在
に
至
る
）

・
料
理
人
歴
・
・
・
38
年

【
役
職
】

・
㈱
井
筒
屋
（
佳
泉
郷
井
づ
つ
や
）
総
料
理
長

・
兵
庫
県
日
本
調
理
技
能
士
会
会
長
代
行

・
全
国
日
本
調
理
技
能
士
会
常
務
理
事

・
全
国
天
地
の
会
会
長
代
行

・
日
本
調
理
師
連
合
会
師
範　

・
職
業
訓
練
指
導
員

・
㈳
日
本
全
職
業
調
理
士
協
会
兵
庫
県
支
部
長

・
㈳
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
国
家
検
定
試
験
委
員

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
認
定

・
兵
庫
県
優
秀
技
能
者
（
技
能
顕
功
賞
）

・
ひ
ょ
う
ご
の
匠
認
定　

【
賞
・
資
格
】

・
昭
和
59
年
・
調
理
師
免
許
取
得

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
第
９
２
５
１
３
号　

・
平
成
10
年
・
調
理
技
能
士
免
許
取
得

　
　
　
　
　
　
　

日
料
第
７
２
５
７
号

・
平
成
11
年
・
通
産
大
臣
賞
受
賞

・
平
成
14
年
・
ひ
ょ
う
ご
の
匠
（
認
定
）

・
平
成
18
年
・
（
社
）
全
技
連
日
本
料
理

　
　
　
　
　
　

マ
イ
ス
タ
ー
（
認
定
）

・
平
成
19
年
・
兵
庫
県
技
能
顕
功
賞
受
賞

・
平
成
19
年
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
食
育

2019年秋の叙勲受章者
今年１月25日に開催した紫紺会の新春大同窓会
で叙勲受章者をステージで紹介した。左から梨子
木和秀さん、島田万里さん、西岡隆信さん、石﨑
公士さん

自動車運送事業振興功労
現（一社）熊本県タクシー協会会長

　路線バスがない離島への乗り合いタクシーの導入推
進や熊本市繁華街における違法駐停車問題の正常化に
広く寄与、熊本地震の際の地域住民の輸送など、熊本
の道路行政の整備に尽力

　
　
　
　
　
　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
（
認
定
）

・
平
成
20
年
・
兵
庫
県
知
事
表
彰

・
平
成
21
年
・
兵
庫
県
知
事
感
謝
表
彰

・
平
成
21
年
・
全
国
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
日
本
料

　
　
　
　
　
　

理
部
門
第
１
位

　
　
　
　
　
　

厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞

・
平
成
22
年
・
卓
越
技
能
者　

現
代
の
名
工
認
定

　
　
　
　
　
　

厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞

・
平
成
30
年
・
日
本
食
普
及
の
親
善
大
使
に
農

　
　
　
　
　
　

林
水
産
省
よ
り
任
命

・
令
和
元
年
・
春
の
黄
綬
褒
章
受
章

【
そ
の
他
】

・
平
成
10
年
・
料
理
の
鉄
人
出
演

　
　
　
　
　
　

（
陳
建
一
氏
と
対
戦
）

・
平
成
12
年
・
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
５
カ
国
料

　
　
　
　
　
　

理
人
選
手
権
優
勝

・
そ
の
他　

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
出
演
多
数
有

・
兵
庫
栄
養
調
理
製
菓
専
門
学
校
、
神
戸
国
際
調

理
製
菓
専
門
学
校
、
兵
庫
県
立
社
高
校
、
兵
庫

県
立
香
住
高
校　

兵
庫
県
立
淡
路
高
校
、
姫

路
も
の
づ
く
り
体
験
館　

非
常
勤
講
師

自
由
と
選
択
が
支
え
る
今 

母
校
へ
の
感
謝

自
由
と
選
択
が
支
え
る
今 

母
校
へ
の
感
謝

し
た
。

　

そ
の
後
、
大
学
に
進
学
し
モ
デ
ル
の

仕
事
な
ど
を
経
験
し
た
の
ち
、
２
０
１

２
年
に
受
け
た
T
K
U
リ
ポ
ー
タ
ー
募

集
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
き
っ
か
け
に

「
T
K
U
若
っ
人
ラ
ン
ド
」
で
リ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
そ

し
て
、
リ
ポ
ー
タ
ー
の
仕
事
を
し
て
い

く
う
ち
に
、
こ
の
仕
事
が
私
の
大
好
き

だ
っ
た
学
付
の
校
風
と
似
た
「
自
由
と

責
任
」
の
あ
る
仕
事
だ
っ
た
こ
と
、
高

校
時
代
の
「
自
由
と
選
択
へ
の
学
び
」

が
支
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

自
分
で
様
々
な
シ
ー
ン
で
選
択
し
、
そ

の
発
想
や
考
え
を
も
と
に
取
材
や
ロ
ケ

を
進
め
、
ま
た
個
人
事
業
と
し
て
仕
事

を
し
て
い
る
た
め
、
仕
事
の
選
択
や
自

分
の
売
り
込
み
な
ど
、「
自
由
」
で
あ
る

か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
「
責
任
」
が
私
の

選
択
に
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
意
味

を
ま
さ
に
学
付
の
校
風
が
、
先
生
方
が

教
え
て
く
れ
て
い
た
こ
と
で
身
に
つ
い

て
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
８
年
間
を
楽

し
み
な
が
ら
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
出

来
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
で
は
仕
事

の
幅
も
さ
ら
に
広
が
り
、
T
K
U
の
夕

方
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
熊
本
の
お
天
気

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
テ

レ
ビ
番
組
や
イ
ベ
ン
ト
の
司
会
な
ど
、

学
付
で
自
然
と
身
に
つ
い
た
「
責
任
の

あ
る
自
由
」
を
活
か
し
、
母
校
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
楽
し
み
な
が
ら
人
生
を
歩

ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
何
事
も
楽
し
み
な
が
ら
全

力
で
物
事
に
取
り
組
む
学
付
O
B
O
G

の
力
が
熊
本
を
、
全
国
を
、
世
界
を
盛

り
上
げ
、
皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
未
来

に
繋
が
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

いしざき ひと し

●旭日双光章　石﨑公士さん 75歳（３期）

建設業振興功労
現（一社）熊本県建設業協会副会長

　建設会館新築の時、囲いをギャラリーにして高校生
の絵画コンクールを開いたり、雇用改善促進大会の会
場で作業服のファッションショーを開催するなどの常
に新しいアイディアを生み出す。長年にわたり熊本県
建設業協会の発展に尽力

●旭日双光章　梨子木和秀さん 71歳（６期）
な し き かずひで

地方自治功労
元　熊本県商工観光労働部長

　熊本県庁では交通対策や広報、商工観光、土木など地域経済
にかかわる部署を歴任。県内中小企業の活性化発展に寄与、一
貫して熊本の地域振興に尽力

しま だ ま さと

●瑞宝小綬章　島田万里さん 71歳（６期）

国土交通行政事務功労
元　新東京空港事務所管制部長

　管制官が使う言語はすべて英語で、空域の状況を判断しなが
ら適切な指示をパイロットに伝えるという精神的負担の大きい
任務。国土交通行政事務に尽力

●瑞宝双光章　西岡隆信さん 74歳（３期）
にしおかたかのぶ



本年度予算額（A）2020/4～2021/3（Ｂ）参考 （B）－（C）前年度予算額（C）科　　　　　目

2020年度収支予算案 紫紺会　2020年度事業計画（2020年1月～2020年12月）2020年1月1日～2020年3月31日

会報30号の発行となりました。御協力いただいた同窓会や高校関係者の方々に
心より感謝申し上げます。新型コロナウイルスの影響で緊張を強いられる生活が
続いています。不便はありますが、今しばらく緊張を保ちコロナの終息へ向け協
力していきましょう。予定していた事業計画も変更を余儀なくされることもある
かと思いますが、何卒ご了承ください。

●会　　費　3,000円
●納　　期　早目の納入をお願いします。
●納入方法　同封の振込用紙にて、郵便局または振込用紙裏に記

入してあるコンビニエンスストアでご送金いただく
か、下記口座に直接お振込下さい。

【お振込先】
　銀行振込の口座番号は下記の通りです。なお、銀行口座引き落
としをご利用の方は新たに振込みの必要はありません。
　・肥後銀行　県庁支店　普通口座　口座番号 1303908
　　　　　　　　　　　　熊本学園大学付属高校紫紺会
　・熊本銀行　水前寺支店　普通口座　口座番号 0259310
　　　　　　　　　　　　熊本学園大学付属高校紫紺会
　・熊本第一信用金庫　本店営業部　普通口座　口座番号 946549
　　　　　　　　　　　　熊本学園大学付属中学高等学校同窓会紫紺会

　昨年も同窓会活動は活発に展開されました。これも同窓生の皆
様によるご協力のたまものと感謝申し上げます。活動には、最低
限の資金を必要とし、皆様の会費によって支えられている事をご
留意いただき、どうか早めの会費納入をお願いいたします。

会費納入のお願い

Ⅰ事業活動収支の部
　1 事業活動収入
　　①基本財産運用収入
　　　受取利息
　　②受取入会金
　　　入会金収入
　　③受取会費
　　　年会費収入
　　④事業収益
　　　懇親会費（大同窓会）
　　　懇親会費（歳祝いの会）
　　　現役部活激励会
　　　事業収入（事業活動)
　　　広告収入
　　　６０周年記念祝賀会
　　　60周年広告収入
　　⑤補助金等収入
　　　受取寄付金
　　　補助金等
　　事業活動収入計
　2 事業活動支出
　　①事業費
　　　広報・情報委員会
　　　事業活動委員会
　　　　大同窓会
　　　　歳祝いの会
　　　青年部委員会
　　　財務委員会
　　　飾り馬奉納支援金
　　　紫紺経済同友会
　　　クラブ奨励金
　　　卒業記念品費
　　特別活動事業費
　　　６０周年記念祝賀会
　　　６０周年記念誌
　　②会議費
　　　総会費
　　　代表幹事会費
　　③管理費
　　　事務局費
　　　事務局要員費
　　　学年同窓会開催支援金
　　　会員名簿委託管理料
　　　新聞広告費
　　　旅費交通費
　　　慶弔費
　　　雑費
　　事業活動支出計
　事業活動収支差額
Ⅱ投資活動収支の部
　1 投資活動収入
　　投資活動収入計
　2 投資活動支出
　　特定資産（指定正味財産）の取得
　　　奨学金事業引当資産繰入（定期預金）
　　　記念事業引当資産繰入（定期預金）
　　　新校舎建設寄付事業引当資産繰入
　　投資活動支出計
　投資活動収支差額
Ⅲ財務活動収支の部
　1 財務活動収入
　　財務活動収入計
　2 財務活動支出
　　投資活動支出計
　投資活動収支差額
Ⅲ予備費支出
　　予備費
　　当期収支差額
　　前期繰越収支差額
　　次期繰越収支差額

250
250

4,080,000
4,080,000

0

3,180,000
2,800,000

380,000
0

7,260,250

6,400,000

2,800,000

600,000

3,000,000
110,000
100,000
10,000
645,000
300,000
75,000
100,000

50,000
100,000
15,000
5,000

7,155,000
105,250

0

0
0

0

0
0

105,250
13,357,938
13,463,188

1,000
1,000

4,080,000
4,080,000
2,500,000
2,500,000
4,050,000
2,800,000
1,050,000

200,000

0

10,631,000

6,880,000
2,000,000

2,600,000
1,150,000
200,000
30,000
100,000
100,000
100,000
600,000

250,000
200,000
50,000

1,640,000
700,000
300,000
300,000

0
50,000
200,000
60,000
30,000

8,770,000
1,861,000

0

600,000
500,000

1,100,000
▲ 1,100,000

0

0
0

761,000
13,463,188
14,224,188

1,000
1,000

3,700,000
3,700,000
3,000,000
3,000,000
11,200,000
2,800,000

1,000,000
1,000,000
200,000
4,000,000
2,200,000

0

17,901,000

12,515,000
2,400,000
1,600,000

250,000
165,000
100,000
100,000
300,000
600,000

4,000,000
3,000,000
1,800,000
1,500,000
300,000
1,900,000
700,000
600,000
100,000
20,000
100,000
150,000
100,000
130,000

16,215,000
1,686,000

0

600,000
500,000

1,100,000
▲ 1,100,000

0

0
0

100,000
486,000
7,477,940
7,963,940

0
0

380,000
380,000

▲ 500,000
▲ 500,000
▲ 7,150,000

0
1,050,000

0

0

▲ 7,270,000

▲ 5,635,000
▲ 400,000

2,600,000
1,150,000
▲ 50,000
▲ 135,000

0
0

▲ 200,000
0

▲ 1,550,000
▲ 1,300,000
▲ 250,000
▲ 260,000

0
▲ 300,000
200,000
▲ 20,000
▲ 50,000
50,000

▲ 40,000
▲ 100,000
▲ 7,445,000

175,000

0

0
0

0
0

0

0
0

275,000
5,985,248
6,260,248

※3ヶ月の変則決算の為、次年度に予定している予算額を参考値として掲載しています。

行　　　事曜日月 場　所 時　間 主な内容等 担　当

新春大同窓会・総会資料等

今年度活動・決算報告、来年度計画・予算承認

年頭のご挨拶、奨励賞授与

令和元年度の隠れた善行を行った生徒の表彰

会報「紫紺」第30号発行

代表幹事委嘱状授与式他

年祝いの会について他

今年度活動・決算報告、来年度計画・予算承認

喜寿（2期）、古希（9期）、還暦（18期）

若手会員の交流会

入所者へお菓子のプレゼント

（57期）

財務委員会・監事

代表幹事会

事務局

事業活動委員会

東京紫紺会

事務局

経済同友会委員会

事務局・広報委員会

代表幹事会

経済同友会委員会

事務局

青年部

代表幹事会

経済同友会委員会

事務局

事業活動委員会

代表幹事会

事務局

事務局

青年部

経済同友会委員会

代表幹事会

事務局

飾馬奉納実行委員会

飾馬奉納実行委員会

飾馬奉納実行委員会

事務局

青年部

経済同友会委員会

代表幹事会

〃

経済同友会委員会

代表幹事会・事務局

青年部

二十歳の同窓会（57期）

決算・会計監査

代表幹事会

通常総会

新春大同窓会

東京紫紺会総会・交流会

役員会

学園大付属高校奨励賞授与式

紫紺会入会式

代表幹事会

紫紺経済同友会役員会

役員会

第13回親睦ゴルフコンペ

代表幹事会

経済同友会総会・年祝いの会

役員会

通常総会

紫紺年祝いの会

代表幹事会

第1回会長選考委員会

役員会

青年部若手交流会

五校合同経済同友会スポーツ例会

代表幹事会

第２回会長選考委員会

飾馬　慰問

飾り卸

藤崎宮秋季例大祭

役員会

第1４回親睦ゴルフコンペ

五校合同経済同友会例会

100%代表幹事会・懇親会

代表幹事会懇親会

経済同友会役員会・忘年会

役員会

クリスマスプレゼント贈呈式

19：00～20：30

19：00～20：00

18：00～19：00

19：00～21：00

18：00～20：00

19：00～20：00

18：30～20：30

15：20～15：50

19：00～20：00

19：00～20：00

19：00～20：00

19：00～21：00

19：00～20：00

17：00～18：00

18：00～20：00

19：00～20：00

19：00～20：00

19：00～20：00

19：00～20：00

19：00～20：00

19：00～20：00

19：00～20：00

19：00～21：00

ホテルキャッスル

紫紺会事務局

パレア会議室

ホテル日航熊本

〃

都市センターホテル

高校会議室

高校体育館

パレア会議室

高校会議室

パレア会議室

松屋本館

高校会議室

〃

パレア会議室

紫紺会事務局

高校会議室

パレア会議室

紫紺会事務局

藤崎八幡宮

藤崎八幡宮

高校会議室

パレア会議室

高校会議室

大江学園

ＡＮＡクラウンプラザ
ホテル熊本ニュースカイ

ＡＮＡクラウンプラザ
ホテル熊本ニュースカイ

3

8

15

25

1

12

2

11

8

13

10

27

8

12

9

14

11

9

金

水

水

土

土

水

月

水

水

水

月

水

土

水

水

水

水

水

水

１

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

●お詫びと訂正
高校創立60周年記念誌の9ページ3行目にある「子弟同行」
は執筆者からご提供いただいた原稿を紫紺会事務局でデー
タ入力する際の変換ミスで、「師弟同行」の誤りです。
お詫びして訂正いたします。


